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序　　　　　文

里仁古墳群は、鳥取市の市街地西方に位置し、今回調査した4基の古墳は、西の眼

下に湖山池を、北は千代水平野を経て日本海が一望できる丘陵の尾根に連なって築造

されていた。

昭和60年に開催される第40回国民体育大会の主会場が隣地に設けられたことに伴い、

会場の周辺一帯が布勢運動公園として整備されることから、県の委託を受けて発掘調

査を行ったものである。

調査の結果、4基とも古墳時代中期の方墳で、埋葬施設は箱式石棺、木棺、埴輪棺

等が検出された。特に注目されるのは鰭付壷円筒、壷埴輪、家形埴輪及び多数の竪櫛

が出土したことで、因幡地方における古墳研究の一助ともなれば幸いである。

おわりに、この調査にあたり全面的に御協力いただいた地元の皆さんをはじめ、関

係各位に対し心から感謝し、厚くお礼を申し上げます。

昭和60年3月
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理事長　西　尾　邑　次
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例 Fコ

1．本報告書は1984年度鳥取県布勢総合運動公園第2期整備計画に伴う鳥取市里仁、大桶に所在

する旦仁32・33・34・35号墳の発掘調査記録である。

2．出土遺物の整理は松岡朋子、神矢紀子、吉次恭子の協力を得て、調査員が行なった。

3．遺跡、遺構の実測は㈱鳥取建設技研の協力を得て調査員が行なった。遺物の実測は調査員が

行ない、小谷春江、桑崎知早子が補助した。

4．遺跡、遺構の写直撮影は調査員が行ない、遺物の撮影は中原が行なった。

5．図面の浄書は主に青木ちえ子が行ない調査員が補足した。

6．本報告書の執筆は調査員が分担して行ない、中原が編集した。

7．出土遺物、図面等は鳥取県埋蔵文化財センターに保管されており、出土遺物は将来的には鳥

取市に移管する予定である。

8．32号墳第1号埋葬施設第2号石棺出土の人骨については、鳥取大学医学部解剖学教室井上貴

央先生に鑑定を依頼した。また33号墳出土鋳造鉄斧の化学分析・鉄器のⅩ線撮影は奈良国立文

化財研究所町田章、沢田正昭、秋山隆保の各氏に指導・協力をいただいた。

9．現地での発掘調査において奈良大学教授水野正好氏の御指導をいただいた。

10．本誌に掲載の地形図は国土地理院発行の5万分の1地形図「鳥取北部」「鳥取南部」を使用した。

11．図中の方位は磁北をさす。

12．発掘調査、整理作業中、下記の方々に御指導、御助言をいただいた。

赤木三郎、秋山隆保、小田富士雄、岡崎晋明、勝部明生、加藤隆昭、久保穣二朗、黒崎酉、真

田廣幸、清水真一、高木恭二、寺西健一、中野知照、根鈴智津子、土井珠美、野田久男、平川誠、

平勢隆郎、船井武彦、松本岩雄、三宅博士、森下哲哉、柳沢一男、山名巌（敬称略、五十音順）

13．発掘調査にあたって便宜をはかっていただいた土地所有者・地元の方々に謝意を表します。

写真1　調査前風景
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第且章　調査の経緯

第1節　発掘調査に至る経緯

発見の契機　今回調査を行なった里仁32～35号墳の4基の古墳は、1973年「鳥取県遺跡地図」の

段階ではその存在を知られていなかった。里仁古墳群の立地する呈仁字岩ケ谷には1972年高草清

掃工場が塵介処理場として建設されており、ゴミ置き場とされた谷中央部は両側を削り取って埋

め立てられている。削られた丘陵は切り立った崖面となっており、それが原因となって1983年大

雨の後里仁32号墳の墳丘北半が自然崩落して崖面に2基の箱式石棺が露出、内1棺（第1号埋葬

施設第2号石棺）には人骨が確認されるに至った。鳥取県埋蔵文化財センターと鳥取市教育委員

会は現地を確認し、半壊した古墳（呈仁32号墳）の後方尾根筋に新たに3基の古墳を発見した。露

出した石棺は、鳥取県教育委員会文化課と鳥取市教育委員会が協議の上、応急の処置として、清

掃工場を管理する東部広域行政管理組合によって埋め戻され、とりあえずの現状保存がはかられ

た。この時採集された円筒埴輪片が鳥取市文化財収蔵センターに保管されており、鳥取市教育委

員会の御好意で、その一部を併せて報告することができた。

布勢総合運動公園整備計画　ところが里仁古墳群の一部を含む、布勢、里仁の一帯は布勢総合運

動公園として整備が進められており、すでに、1980年布勢総合運動公園整備事業に伴い、鳥取県

教育文化財団が布勢グラウンド第1遺跡、第2遺跡、布勢グラウンド古墳群（里仁古墳群の1部）
註1

の調査を行なっており、調査結果は「布勢遺跡発掘調査報告書」にまとめられている。当該地の

遺跡、古墳は調査後すべて消滅している。

第2期計画　その後、呈仁32～35号墳の立地する支丘陵が、先述した布勢総合運動公園整備の第

2期計画に伴う造成地区に当たったため4基の古墳の消滅がさけられない状況となり、鳥取県都

市計画課と文化課が協議の結果、都市計画課が鳥取県教育文化財団に調査委託して、記録保存を

はかることとなった。ここで、改めて4基の古墳は里仁32～34号墳と命名され、鳥取県教育文化

財団、東部埋蔵文化財調査事務所が発掘調査にあたった。

註1『布勢遺跡発掘調査報告書』1981年。以下「布勢グラウンド第巨2遺跡」と呼称する。布勢グラウンド古墳群に

ついては第4章第3節挿表12を参照されたい。

第2節　発掘調査の経過

発掘調査　発掘調査は1984年11月5日から開始され、降雪期を控えた関係で、12月一杯までを目

安に進められ、12月23日に現地調査を終了した。現地説明会は12月16日に行なわれ、小雨模様に

もかかわらず約70名の参加者があった。調査の経過については調査日誌（抄）を参照されたい。

現地での発掘調査と併行して、出土遺物は鳥取県埋蔵文化財センターにおいて整理が進められ、

1985年3月20日すべての整理作業を終了した。

調査日誌（抄）

11月5日　調査開始。里仁32号墳から発掘を始める。
11月6日　34号墳調査開始。
11月10日　32号墳墳頂部において埴輪棺（第3号埋葬施設）

出土。35号墳調査開始。
11月11日　33号墳調査開始。
11月14日　34号墳埋葬施設完掘。

11月17日　3号墳北側掘り割り内において鋳造鉄斧、壷が出土。
11月21日　33号墳墳頂部において2基の埋葬施設。同北側

墳裾において埴輪棺（第3号埋葬施設）検出。
11月30日　32号墳第1号埋葬施設第2号石棺人骨を確認。

同第1号石棺において竪櫛出土。
12月3日　奈良大学水野正好氏現地指導（～4日）
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12月4日　33号墳第1号埋葬施設において鉄器、砥石が出
土。32号墳墳丘コンター測量開始。

12月5日　35号墳第1号埋葬施設蓋石除去。鉄器・竪櫛e
管玉・小玉が出土。

12月10日　集石遺構調査開始。

12月12日　全景航空写真撮影（日本海航空に依頼）。
12月14日　34号墳第4e第5埋葬施設検出。文化庁黒崎直

調査官来訪。
12月15日　33号墳第4・第5埋葬施設検出。
12月16日　現地説明会。

第3節　調査方法と体制

調査方法　調査対象地区となったのは里仁古墳群が立地する丘陵尾根部2，800m子である。発掘調査

は調査員の指導の下、補助員、作業員が協力して行なわれた。遺構及び遺物の出土状況の実測◎

測量においては、尾根線主軸に沿って基準線を通し、北東‰1から南西‰15までの基準杭を設定

した（挿図1）。写真は黒白◎カラー◎　カラーリバーサルの3種類を撮影している。

調査体制　里仁32～35号墳の発掘調査及び整理にかかわる調査体制は以下の通りである。

○調査主体　財団法人鳥取県教育文化財団

○調査担当　財団法人鳥取県教育文化財団　東部埋蔵文化財調査事務所

所　長　　　太田垣甚一

調査員　　　中原　　斉

同　　　　山析　雅美

○調査指導　鳥取県教育委員会文化課

文化財係長　亀井　黙人

文化財主事　田中　弘道

同　　　近藤　滋

鳥取県埋蔵文化財センター

○調査協力　鳥取市教育委員会　　東部広域行政管理組合

発掘参加者　下記の方々に発掘調査作業員として協力していただいた。記して謝意を表したい。

有田安子、稲本房枝、今崎豊子、植田貞子、上田順子、植田力三、太田則雄、大西美智枝、大西美智子、岡野芳子、

岡本安子、加藤千代恵、岸田倉之助、岸本君子、窪田茂一、窪田とう、小谷育江、小谷光子、小谷美津子、杉本房

子、竹中栄、竹中しづ枝、田中美智枝、田中芳一、田中義久、田辺千枝子、田脇さよ子、戸田喜美枝、土橋馨、中

谷沢子、西尾昌子、西村渉、橋本あき子、浜本美佐子、浜本好子、林登志子、福田いく子、福田清子、福田末子、
し

福田善一、福田千代子、藤森光恵、前田房子、松本クニ子、水原美智子、宮脇君江、村田由美子、森岡清野、森岡

寿雄、守部まつえ、森みどり、森本スミ工、森本澄栄、森本美代子、米沢とし子（敬称略、五十音順）
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第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

里仁古墳群は鳥取市北西部里仁字岩ケ谷、大柄字村土居に所在する。

鳥取県　鳥取県は北は日本海に画し、南はなだらかな中国山地をひかえた東西100kmに及ぶ細長い

県であり、面積3，492・65km2、人口61．3万人を数える。県土の75％は山林であり、生活領域は海岸

に開けた沖積平野と山間の谷奥平野に展開している。旧国名でいえば東が因幡国、西が伯膏国で

あるが、地形的には伯膏国は西と東に分けられ、因伯を合わせて東、中、西部の3地域に分けら

れる。それぞれの地域には大河川流域に形成された沖積平野が開けており、因幡は千代川下流の

鳥取市、東伯膏は天神川中流域の倉吉市、西伯膏は日野川下流域の米子市を中心として発展して

いる。米子市の北側弓ヶ浜半島先端部には日本海側随一の漁港境港をもつ境港市があり、漁業を

中心に発達している。鳥取県は、この4市を中心に6郡、35町村で構成される。

鳥取市　県東部に位置する鳥取市は鳥取県の県庁所在地であり、周辺は東に岩美郡福部村、国府

町、南に八頭郡河原町、郡家町、西に気高郡気高町、鹿野町に囲まれている。面積237km2、人口13

万人余の地方都市である。鳥取周辺の地形をみると東、西、南の三方を山に囲まれ、北方には鳥

取砂丘、日本海が広がっている。平野の中央部を千代川が流れ、南から北へと平野を二分して貫

流し、日本海へそそいでいる。また、平野の西端には県下最大の潟湖、湖山池がある。

千代川、鳥取平野　千代川は中国山地の奥深く八頭郡智頭町に源を発する総延長56．8kmの大河川

で野坂川、袋川等大小の支流を合流し一大水系をなしている。鳥取平野はかつて洪積世～沖積世

初期には鳥取湾（鳥取潟）と称される入海あるいは潟湖で

あって、縄文時代前期以後の海退による沼沢地化と、古墳

時代以後に千代川が運ぶ膨大な土砂の堆積により形成され

た沖積低地である。

湖山池とその周辺　里仁古墳群が位置するのは千代川左岸

の湖山池南東岸近くであり、

湖岸からの距離は1．3kmとな

る。湖山池は周囲18km、面

積7．25km2を測り、かつては

入海だったものが砂州で湾

口部が閉塞され潟湖化した

ものである。内湾の面影は

旧海島である青島、天神山、
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植物が生育し、厚さ数メートルにも及ぶ「ガマクソ」と呼ばれる末分解植物遺体層（泥炭）の堆

積が顕著にみとめられる。湖山池周辺の山地形は南西方に聾える高山などの1，000mクラスの山

地から北方に段階的に高度を下げており、海抜400m以下の山地は起状が小さく、湖山川、野坂

川などの中小河川が山間をぬって放射状に分布している。里仁古墳群はこれらなだらかな山地形

がいくつも枝分かれし、かつて入海中に岬状に突出したであろう風化花崗岩地帯の支尾根の1つ

に位置している。

参考文献　　豊島吉則「鳥取の自然と人文e地形」『新修　鳥取市史』第一巻1983

第2節　歴史的環境　　　一湖山池周辺一

湖山池　「湖山長者伝説」や冬の「石がま漁」で知られる湖山池はその周囲に原始、古代の遺跡

の多いことでも有名である。とりわけ湖山池東、南岸は近年の開発事業などに伴い、貴重な遺跡

の発見が相次いで大規模な発掘調査が行なわれており、鳥取市域でも遺跡の密集度の高い地域と

なっている。

縄文時代　この地域では低湿地の遺跡から縄文時代の遺物が数多く出土している。その時期は桂

見遺跡（5）などでは、前期末まで湖れるようであるが遺跡が継続する現象はみられず、古くか

ら著名な青島遺跡（19）を始め、桂見遺跡（5）、布勢グラウンド第1遺跡（2）では豊富な木製

品や植物遺体と共に後期を主体とする土器群が検出されている。

弥生時代　弥生時代になると遺跡の数は増加し、肥沃な沖積低地を生産基盤とした初期農耕集落
t

の広がりが想像できるが、実際には縄文時代に続いて弥生時代の遺跡の多くが沖積平野内の地表

下数mに存在しており、集落の実態は不明瞭なままである。前期の遺跡としては、青島遺跡（19）、

東岸の湖山第2遺跡（10）さらに東側の千代川と湖山池の中間に位置する岩吉遺跡（13）がある。

湖山第2遺跡では前期末頃の堅穴住居跡と推定される柱穴群が発見されている。中、後期になる

と前期の遺跡が継続して営まれ、集落規模も大きくなるようであるが、これら母村的集落から分

村した小規模集落が各所に成立している。集落遺跡としては、湖山池南西岸の松原谷田遺跡（24）、

岩本遺跡（26）、東岸の布勢グラウンド第2遺跡（2）、天神山遺跡（9）、帆城遺跡（8）、北岸

には湖山第2遺跡（10）が知られており、発掘調査により住居跡を始めとした遺構と、多くの遺

物が発見されている。この中で湖山第2遺跡（10）と、布勢グラウンド遺跡（2）で管玉未製品

が検出され、玉作工房の存在が推定されるのは注目される。この他には、湖山池南東岸の高住に

おいて流水文をもつ扁平紐式銅鐸が出土している（3）。塞ノ谷遺跡（21）では火切目、田下駄、

梯子などの多量の木製品が出土しており、先述した青島遺跡（19）とともに通常の集落遺跡でな

く、祭祀的な色あいの強い遺跡とされている。弥生時代の墳墓としては桂兄の丘陵上に土墳墓群

が散在するが、西桂見遺跡（6）では1辺64m、高さ5mの規模をみせる四隅突出型方形墓が後

期末に出現しており、弥生時代の墳墓としては他を圧する存在である。

古墳時代　古墳時代になると湖山池周辺の丘陵上には隙間なく古墳が造られるようになる。前期

古墳としては最近調査された桂見古墳群（4）があり、1辺28mの方墳である2号墳主体部の長

大な箱式木棺からは舶載の内行花文鏡、斜線獣帯鏡が出土して注目を浴びた。またこの時期の小
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⑳嘲⑳圃古墳

1。里仁古墳群（36茎）

2・布勢グラウンド第1・2遺跡（縄文～中世）

3．高住銅鐸出土地（流水文銅鐸）

4・桂見古墳群（桂見2号墳・方28m）

5．桂見遺跡（縄文）

信倉見墳墓群（四隅突出型方形墓）

7・布勢1号墳（前方後円・60m）

8・帆城遺跡（縄文～中世）

9・天神山遺跡（縄文～中世）

挿図3

盛銅鐸出土地◎古墳群

10・湖山第2遺跡（縄文～中世）

11・三浦1号墳（前方後円・36m）

12・大熊段1号墳（前方後陣47m）

13・岩吉遺跡（縄文～中世）

14・相聞1号墳（前方後円増Om）

15．大桶遺跡（弥生～中世）

16・徳尾古墳群（古墳中期～中世）

17．古海36号墳（前方後方・60m）

18．古海古墳群（12基）

鳥取市北西部遺跡分布図
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19・青島遺跡（祭祀・縄文～弥生）

20．高住古墳群（12基）

21・塞ノ谷遺跡（祭祀・弥生～古墳）

22－・良田古墳群（34基）

23．松原古墳群（16基）

24・松原谷田遺跡（弥生～平安）

25．葦岡長者古墳（吉岡1号墳）

26．岩本第1・第2遺跡

27．賀露第1・第2遺跡



規模墳墓群としては西桂見遺跡の中の倉見古墳群（6）が調査されており、古墳時代前期の墓制

の様相が明らかになりつつある。中、後期の古墳の多くは、倉見古墳群にみられるような中、小

古墳であると思われるが、北東～南東岸にかけては布勢1号墳（9）、大熊段1号墳（12）、三浦

1号墳（11）などの前方後円墳が全長50～60mの規模をもち、南東～南岸の里仁古墳群（1）、高

住古墳群（20）、艮田古墳群（22）、松原古墳群（23）、の中にも前方後円墳がみられる。前方後円

墳として最大のものは里仁古墳群のすぐ南西に位置する棉間1号墳（14）であり、全長90mの規

模を誇る。また、湖山池からは少し離れるが桶間1号境と野坂川の谷をへだてた古海の丘陵中に

は全長63mの前方後円墳である古海36号墳（17）があり、最近調査された徳尾古墳群（16）では

中期の方墳が発掘され、里仁32～35号墳とほぼ同時期の古墳として注目される。後期の横穴式石

室をもつ古墳として知られるのは高住12号墳（20）、葦岡長者古墳（吉岡1号墳）（25）、山ケ鼻古

墳（古海13号墳）（18）のみであり、葦岡長者古墳は6世紀後半の両袖式横穴式石室、山ケ鼻古墳

は則り抜き石棺式石室をもっている。この時代の横穴墓の存在は里仁周辺で知られているが、未

調査のためその様相は全く不明で、消滅したものも多い。古墳時代の集落の多くは、弥生時代か

ら引き続き営まれたものと考えられ、前記の湖山第2遺跡（10）、布勢グラウンド第2遺跡（2）

の他大桶遺跡（15）などでも多くの遺構が発見されている。祭祀遺跡としての青島遺跡（19）、塞ノ

谷遺跡（21）も古墳時代まで継続するようである。

歴史時代　湖山池周辺は、律令体制下には高草郡に組み込まれ、湖山池南東岸の地域は東大寺領

高庭荘として開発されたことが史料に残されている。この頃の高草郡の中心は菖蒲廃寺、大野見

宿禰神社のある古海郷周辺にあったと考えられ、高草郡衛の位置もこの周辺に求めることができ

よう。いずれにしても因幡国造浄成女に代表される古代因幡氏の本貫地は高草郡と考えられ、因

幡国府のおかれた法美郡と共に古代因幡の中心地であったと思われる。

中世　その後、この地が歴史上に現われるのは15世紀になって因幡守護山名氏が布勢天神山城（9）

を築城し、因幡支配の拠点としてからである。この時期の土壌墓、火葬墓が周辺丘陵から古墳の

調査に伴って発見されており、考古学的知見が加えられている。いずれにしても、縄文時代～中

世、現代に至るまで湖山池周辺は、因幡の中心として栄えたところであり、その背景には自然、

文化、交通の母胎としての湖山池が今と変らぬ姿をみせていたことであろう。

写真2　調査風景



第3章

第1節　調査の概要

里仁古墳群は湖山池の東1．8kmにある北

東へ延びる丘陵上に展開する古墳群であ

る。今回調査対象となった4基の古墳は

丘稜の最も高い所に位置する。1983年に

新たに発見されたもので、北東側から32

号、33号、34号、35号墳とした。全て方

墳であり、34号墳を除く′と一辺14～18m

の中規模古墳である。埋葬施設は組合せ

箱式石棺（32号墳第1号埋葬施設、35号

墳主体部）、組合せ箱式木棺（33号墳第1◎

2号埋葬施設、34号墳第1◎2号埋葬施

設）、埴輪棺（32号墳第3号埋葬施設）、埴

輪片で墓壕を覆うもの（33号墳第3◎4号

埋葬施設）、土墳墓（32号墳第2号埋葬施

設、33号墳第5号埋葬施設、34号墳第3

～5埋葬施設）が確認された。この内32

号墳第1号埋葬施設は1つの墓場の中に

2基の石棺を併葬するものである。出土
i

遺物としては埴輪、鉄器、竪櫛、玉類等が

ある。埴輪は鰭付きの円筒埴輪の出土が

目立ち、特に32号墳の第3号埋葬施設出

土の埴輪棺は鰭付の円筒埴輪の上に複合

口緑の壷が結合するもので特異な形態を

呈する。鉄器は剣、刀子、鉢、斧、鈍、

馨等が33号墳第1号埋葬施設、35号墳主

体部を中心に出土レヤラエティーに富む。

この内33号墳の墳裾部で出土した2個の

鉄斧は鋳造の鉄斧であり注目に催いする。

竪櫛は32号墳第1号埋葬施設第2号石棺

と33号墳主体部で出土し総数34個を数え

る。玉類は35号墳主体部で出土しガラス

小玉48個、碧玉製管玉6本を数える。古

墳以外に木棺墓1、中世墓と考えられる

集石遺構を検出した。

調査の内容

挿図錦　里仁32◎33◎3射35号墳位置図

ー　7　－



第2節　里仁32号墳（挿図5～24、図版2～7、21～23）

里仁32号墳は南西から北東へのびる尾根が標高52m付近で北側へやや主軸をふる辺りに位置し

ており、今回調査した古墳の内最も尾根の先端に立地する。本古墳は調査開始時既に墳丘の北側

が崩落しており、石棺が2基（第1号埋葬施設）崖面に露出していた。墳形は方形を呈する。墳

丘は基本的には地山を整形した後に盛土を墳頂部及び墳丘側面に行うものである。尾根をその主

軸に直交する方向で断ち割って溝を造り、その溝を北西、南東側で鈎状に曲げることによって墳

形を造り出す。ただし南東側の斜面は地山を整形することなく、旧地形をほぼそのまま（挿図6、

第18層上面）利用して盛土をする。その為墳丘の南東側の墳裾線は明瞭ではない。盛土は墳丘の

挿図5　32号墳墳丘実測図

－　8　－



北側ほど厚くなり、墳頂部において最大0．7mの厚さとなる。墳丘の規模は南西辺境裾で約14m、

南西掘り割り底から墳頂部まで1．8mの高さを測る。掘り割り幅は最大で2．1mを測る。掘り割り

は33号墳のそれと切り合っており、土層断面（挿図6）より33号墳の周構内埋土（第19層）を切
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挿図7　32号墳墳丘模式図

り込んで造られているものと思われる。

埋葬施設は墳頂部のみで検出された。第

1号埋葬施設（挿図10～13、図版2、3）

は墳頂部平担面の中央と思しき位置で検

出された。崖面に2基の箱式石棺が露出

していたことから、当初切り合う2つの

墓壕を想定したのであるが、精査の結果

2基の箱式石棺を納める1つの墓場が検

出された。この墓場は主軸をN－170－Eに

とり、上線東西辺で推定380cm、南北辺92

cm残存する。深さは65cmを測る。墓場の

中に、墓壕と主軸をほぼ一にして、0．53

mの距離をとって2基の箱式石棺が納め

られる。いずれも北側部が破損している。

㊥

挿図8　32号墳掘り割り内円筒埴輪等出土状況図（A）
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挿図9　32号墳掘り割り内家形埴輪等出土状況図（B）

西側の石棺を第1号石棺、東側のそれを第2号石棺とする。第1号石棺（挿図10～12、図版2、

3）は墓堰をさらに東西92cm、南北90cm以上、深さ33cmの規模で掘り込み、組合せ箱式石棺を納
註1

めるものである。石英安山岩質板状安山岩の板状節理を利用して造った厚さ6cm程の板状の石を

用いて小口石の外側に両側石を配し、床面には敷石を施す。規模は内法で長さ103cm（残存部）。南

側幅55cm、北側幅50cm、高さ43cmである。棺の構築は墓壕の床面の南端に掘り込みを設け、小口

石（高さ62cm、幅55cm）を埋め立てる。北側の小口石も同様に埋め立てられたのであろう。その

際に楔状の石を小口石の背後に込め安定度を確保する。両側石も小口と同様に掘り込みを設けて

埋め立てる。楔石は東側石の内面に1枚のみ見られる。その後に敷石を施す。調査時において敷

石が重なり合うのであるが、これは北側部の崩壊等によって後世に生じた石棺の歪によって生じ

たものであり、本来は整然と敷かれていたものと思われる。棺本体が組み立てられた後、側石及

び小口石の上面まで覆う様にして粘土を巻く。これによって蓋石と壁石との密閉度が増すと共に

壁石の安定度が増す。次に暗橙色土（挿図10第8層）を間層にして蓋石をのせる。蓋石は長さ120cm、

幅98cmのものが1枚残るのみである。蓋石は1部に粘土が付くのみで、粘土で全体を覆う状況は

呈していない。第2号石棺（挿図10、13、14、図版2、3）は東西辺70cm、南北辺108cm以上、深

さ32cmの規模の掘り方内に納められ、内法が長さ108cm（残存部）、南側幅35．5cm、北側幅37cm、

－10　－



A　52．50m

1．橙茶褐色土
2．暗灰色土を含む橙茶褐色土
3．時橙褐色土
3て3よりやや暗い
4．暗茶褐色土
5．時茶褐色土（粘土ブロックを含む）
6．淡橙灰褐色土
7．淡黄灰褐色土
8．時橙色土
9．黄橙褐色土
10．暗褐色土
11．北側小口部崩壊時に入れられたと思われる土
12．木の根の撹乱
13．時灰褐色土（後世の掘り込み）
スクリーントーン　　粘土
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挿図10　32号墳第1号埋葬施設（第1号、第2号石棺）蓋石検出状況及び土層断面図
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A　52．00m　　　　　52．00m〟

皿
し

挿図1132号墳第1号埋葬施設第1号石棺実測図

K13 K14

o S＝l：2

⊆⊆三三三三ゴm

挿図12　32号墳第1号埋葬施設第1号石棺出土竪櫛実測図
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A　52』Om　　　　52・00m　〟

S＝l：30

9l　聾JU im
挿図瑠3　32号墳第1号埋葬施設第2号石棺実測図

高さ29cmの規模をもつもので、第1号石棺より小型のものである。両側石はひどく傾いていた。

棺材、構造、構築法は第1号石棺と同様のものである。但し蓋石に幅80cm～100cm、長さ40cm程度

の石を数枚重ね合わせる点、

る。両石棺の蓋石、小口石、

側石の内面は赤色顔料が残

っていた。土層断面（挿図

10）より第2号石棺は、第

1号石棺の構築後第1号石

棺を埋めた土をその蓋石が

露呈するまで取り除き、そ

の後第8層を掘り込んで構

築されている。第1号石棺

の蓋石の上に粘土が覆され

ていないのは、その際に蓋

石を覆する粘土を除去し去

ったからであろうか。第2

号石棺構築後第1号石棺と

その上に目張りの為の粘土が被覆されている点で第1号石棺と異な

B　52．50m　　　　　　　　　　　　　　　　　52・50m B′

E
C⊃
uつ

N
Ln

く

「
挿図14　32号墳第2号埋葬施設実測図
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、生む・軸

1．淡暗茶褐色土
2．暗茶褐色土
3．にごった淡橙褐色土
4．淡黄褐色土
5．暗茶橙褐色土
6．明茶橙褐色土（粘性がある）

謂票　コ上組
9．橙褐色土
10．茶褐色土
11．明黄褐色

墳丘盛土

q／

S＝】：20

0．5

挿図15　32号墳第3号埋葬施設実測図
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第2号石棺は共に第3層、第1層の土で埋められている。この内第3層には第1号石棺構築時に

立てられたと思われる埴輪片が混入していた。以上のことから第1号埋葬施設は大型の墓壕が第

1号石棺構築時に第2号石棺の構築を想定して掘り込まれており、2基の石棺を併葬する計画が

古墳築造時にあったことを窺わせるものである。第1号石棺内からは竪櫛（挿図12、図版21）が

出土した。石棺北側部崩壊後に棺内に流入したと思われる土をふるい中に採集したもので、18個

体が確認された。調査時の状況によれば、南側小口の東隅辺りに集中してあったものと思われる。

第2号石棺内からは壮年～熟年の男性の可能性が高い人骨が出土した。遺存状態は大変悪く、元

位置を移動しているものと思われる。第2号埋葬施設（挿図14、図版4）は第1号埋葬施設の掘

り方を切って造られた土墳墓である。平面形は長方形で、主軸をN－1．50－Eにとる。上線部で

長軸148cm、短軸58cmの規模をもつ。床面南側部に27cmX15cmで深さ5cmの不整形な穴が掘られて

いるが、用途等は不明である。遺物は全く出土しなかった〇第3号埋葬施設（挿図15～18、図版

4◎5◎22）は第1号埋葬施設のすぐ南東で検出された○当初尾根の稜線にほぼ平行する主軸を

もつ長方形の墓壕を想定して掘り下げたのであるが、埴輪棺が想定した墓壕より約220主軸を東に

振るかたちで出土したため、土層断面（挿図15）を検討したところ、本来の墓場は主軸（N－250

－E）を棺と一にする長軸120cm、短軸78cm、深さ60cmの規模をもつ、釣り鐘状の平面形を呈する

墓壕であることが推定されるに至った○この墓場に棺の本体（Pol）を、口緑部を北側に向け、

基底部に朝顔形埴輪の口緑（Po6）を挿入して納める。本体胴部は土圧によって陥没し内部に土

が充満していた。棺本体として用いられた埴輪は、鰭付円筒埴輪の上に複合日録の壷形土器が結

合した形態をとる特殊なものである（床面側の鰭は欠かれている）。棺本体を墓場に納めた後、

基底部に挿入されたP06の中に自然石2個、埴輪（Po2）片を入れ、棺本体の両脇及び基底部上

面に透し孔を塞ぐ様に縦割りにした埴輪（Po2～4、Po8）片を覆い被せ、棺本体の日録部も同

様に埴輪（Po2、Po3、Po5、Po7）片で閉塞し、棺本体内への土の流入を防ぐ。この埋葬施

設に使用した埴輪は都合7個体である○鰭付のものが2個体、朝顔形埴輪が口緑部だけながら3

個体、普通の円筒埴輪は2個体に止まる。棺本体を除いて全て基底部が欠落しており、それらは

本来立っていたものを再利用したものと思われる○棺本体内からは副葬品等の遺物は全く出土し

なかったが、墓壕のすぐ南東に基底部Po13（挿図20、図版22）が立って出土した（挿図15、図版

4）。出土遺物の内第1号石棺出土の竪櫛は全て攣曲結歯式で長さ2cm程度の小型のものである。

歯部は欠失する。埴輪は第3号埋葬施設以外に墳丘上、掘り割り内で出土した。円筒埴輪PolO、

Po12～14、壷形埴輪Po23が墳頂部で出土した。調査時の出土ではないが、鳥取市教育委員会が

表採されたPo15、Po16も付け加える。掘り割り内では円筒埴輪Po9、Poll、朝顔形埴輪Po17～

20、壷形埴輪Po21～29、家形埴輪Po30が出土した。Po30は著しい風化を受けながらも下部のみ

が原形を止めて出土した。その四辺の内に若干の破片が落ち込んでいたが、上部の復原は不可能

であった。32号墳は古墳時代中期の築造と思われる。

註1岩石名については鳥取大学赤木三郎教授に御教示を戴いた。
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挿図16　32号墳第3号埋葬施設鰭付壷円筒埴輪実測図
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挿図24　32号墳掘り割り内出土家形埴輪実測図
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遺物番号
挿図番号
図版番号

出土遺構 器　 種

誌 i

形　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　 法 胎　 土 焼成 色調 備　 考

P o l
16
21

32号墳第
3 号埋葬
施設

鰭付壷円
筒埴輪。

書芸呈：3

③31 ．2

裾がやや開 く第 1 段か ら直立する
胴部に至る。第 4 凸帯の上に壷の
肩部 より上が接合する。壷は頸部

外面一夕テパケ後 ヨコナデ。凸帯バ
リツケヨコナデ。壷部は胴部ヨコパ
ケ。 口緑部内外面 ヨコナデによる。

精良。
砂粒を
含む。

良好 淡赤黄

・灰褐色
～淡黄

外面 に黒
斑有 り。

④30．6
雷圭：2

が短 く屈曲しその上に内傾 して短
く立 ちあがる複合 口緑 となる。 口
唇部 に手廻面をもつ。凸帯 4 条。
第 2 ・4 段の対向する位置に逆三
角形透 し孔。第 1 段はそれよ り少
しずれて半円透形達 しを 1 孔穿つ

鰭バリツケ部には二条の沈線が残る。
鰭バ リツケ後 ヨコパケ ・ナナメパケ。
内面 はヨコ ・ナナメパケの後、4 cm

おきにナデ消 し。

褐色。

P o 2 32号墳第 鰭付円筒 ①31．9復 第 2 段が下方に向ってややすぽま 外面一夕テパケ後 ヨコパケ。凸帯の 精良。 良好 淡黄茶 外面に里
17 3 号埋葬 埴輪 2 45．0残 るが第 3 段以上 は口緑部に向って

直立する。口緑端部は凸帯状 を呈
上下 ・口緑部はヨコナデによりパケ 砂粒 を 褐色ノ’ 斑有 り。

2 1 施設 4 30．2 目が消える。鰭脱落部 には刀子状工 含む。
5 1．2 する。凸帯はよく突出し断面「M 」 具 による割 り付 け線 ・タテパケ ・ヨ
6 1．2 形。第 2 段 と第 4 段 に方形の透 し

孔が、同方向に、それぞれ対向す
る位置に2 個づつ穿れる。

コパケがみ られ る。内面－ナナメパ
ケ ・ヨコパケ e ナデがみ られる。特
に口緑部は強 くヨコナデされる。

P o 3 32号墳第 円筒埴輪 ①30．8 直立する胴部がそのまま口緑部 ま 外面一 夕テパケ後ヨコパケ。凸帯 の 精良。 良好 淡黄茶 外面 に里
17 3 号埋葬 2 46．4 残 で達する。口緑端部は凸帯状 を呈 上下 ・口綾部 はヨコナデによりパケ 砂粒 を ／　ヽ褐色 斑有 り。
21 施設 4 29．9 する。凸帯はよく突出し断面「M 」 目が消える。内面－ ヨコパケ ・ナナ 含む。

5 1．0
6 1．2

形。第 2 段 ・第 4 段 に長方形の透
し孔が同方向に、それ ぞれ対向す
る位置に2 個づつ穿れる。

メパケ及びナデがみられる。特に口
緑部は強 くヨコナデされる。

P o 4 32号墳第 円筒埴輪 1 29．0復 ほぼ直立する口緑部。口緑端部は 外面一 夕テパケ。端部付近 はヨコナ 精良 良好 淡黄褐
18 3 号埋葬 2 ．5残 凸帯状 を呈する。 デ。内面一夕テパケの後ナデ。端部 砂粒を 色ノ
22 施設 5 1．1 付近 はヨコナデ。 含 む。
P o 5

18
32号墳第
3 号埋葬

朝顔形埴
輪

1 45 ．0復 頸部の一部 と口緑部。口緑端部は
平担面 をもつ。一条の断面 「M 」

外面一夕テパ ケ後ヨコナデ。口緑端
部付近 ・凸帯の上下 は強 くナデる。

精良。
砂粒を

良好 淡黄茶
褐色

外面 に里
2 15 ．2残 」＝ヽヽ斑有 り。

22 施設 5 1．2
6 1．6

形凸帯がめ ぐる。 内面－ ヨコパケ後ヨコナデ。口緑端
部は強 くナデる。

含 む。

P o 6
18
32号墳第
3 口埋葬

朝顔形埴
輪

酢 残 頚部 と口緑部。口緑端部は平坦面
をもつ。一条の断面 「M 」形凸帯
がめ ぐる。

外面一頸部 はタテパケロ緑部はタテ

パケ後 ヨコナデ。口緑端部付近凸帯
の上下は強 くナデる。内面一頸部は
ヨコパケ。 口緑部 はヨコナケ後 ヨコ
ナデ。特に口緑端部付近 は強 くナデ
る。

良。砂
粒 を含
む。

良好 淡明茶
褐色

外面 に黒
斑有 り。

21 ？テ
施設

P o 7 32号墳第 朝顔形埴
輪

2 12 ．9残 頚部の一部 と口緑部。口緑端部は
破損する。脱落しているが、一条

外面一頸部はタメパケ後凸帯付近を 艮　 砂 良好 淡黄茶
18 3 号埋葬 5 1 ．7 ヨコナデ。口緑部 はタテパケ後 ヨコ 粒を含 褐色ノ’
22 施設 の凸帯を有 した もの と思われる。 ナデ。凸帯付近 を強 くヨコナデ。 む。

P o 8
17
32号墳第
3 号埋葬

鰭部 ②至芸：昌残 鰭部。 ナナメパケ ・ヨコパケ後ナデ。一部
に粘土の隆起がみられる。下端部及

精良。
砂粒を

良好 淡黄茶
褐色。

22 施設 ⑥1 ．0 び本体 との接合部には粘土を貼 り付
ける。一接合部に付けられた粘土には
接合時に使われた ヨコパケがみ られ
る0 接合面は平 らな面を呈し鰭作製
時において刀子状工具の使用をうか
がわせ る。同面にはタテパケ ・ヨコ
パケがみ られ るがこれは接合時に本
体のパケ目が移 ったものと思われる。

含む。

P o 9 32号墳第 鰭付円筒 ①33 ．8復 裾 に向って開き気味になる胴部が 外面一 夕テパケ後ヨコパケ。口緑部・ やや粗。やや不
良

淡灰黄 外面 に里
19 3 号埋葬 埴輪 2 42 ．8残 第 3 凸帯の上辺から口緑端部 に向 凸帯 の上下はヨコナデによりパケ目 褐色 斑有り。
22 施設 4 32 ．1 って外傾する。口緑端部には凸帯 が消える。内面－ヨコパケ ・ナナメ

雷圭：莞 状を呈す る。凸帯はよく突出 し断
面 「M 」形。第 4 段 に対向す る位
置に逆三角形の透し孔が 2 個穿れ
る。楕円筒の可能性。

パケ及びナデがみられる。

Po lO
19
／

32号墳墳
丘上

円筒埴輪 駄 4 直立する胴部。 外面一夕テパケ。内面－ナナメパケ。やや粗。
砂粒を
多 く含

む。

良好 暗黄褐
色。

P oll 32号墳掘 円筒埴輪 5 ．8 直立する胴部。器壁厚が他の もの 内外面 とも剥離が激 しく不明。 粗。砂 不良 淡明灰
19
／
り割 り内 6 1 ．1 に比 して薄 く、凸帯 も突出度が小

さく、断面台形を呈する。
粒を多
く含む。

茶褐色

P o12
20
22

32号墳墳
丘上

円筒埴輪 第 1 段、わずかに裾ひろが り。接
地面の器壁厚が薄 い。

外面一夕テパケ後最大下部をナデる。やや粗。
砂粒を
含む。

良好 外面 は
暗茶褐
色。内
面 は褐

．色。
P o13 32号墳墳 円筒埴輪 2 12．0残 第 1 段下部。 外面一夕テパケ。内面－ナナメパケ、やや粗。良好 明黄花 外面に里
20 ・
22
丘上 3 36．9

6 1 ．6
最下部をナデる部分 もある。 砂粒 を

含む。
褐色 斑有 り。

P o14 32号墳墳 円筒埴輪 ②8．0残 第 1 段最下部。やや裾ひろが り。 外面一夕テパケ。内面一夕テパケ後 やや粗 良好 暗茶褐
色。20

／
丘上 駄 2復 ナデる。 （〕砂粒 を

多 く含
む。

P o15 32号墳 円筒埴輪 2 13 ．0残 第 1 段下部。直立する。 外面一夕テパケ後最下部をナデる。 やや粗。良好 黄灰茶 外面に里
20
22

3 32．0復
⑥1．3

内面一夕テパケ後ナデる。 砂粒 を
含む。

′　ヽ褐色 斑有 り。
鳥取市教
育委員会
表採。

P o16 32号墳 円筒埴輪 ②14 ．1残 第 1段。直立する。接地面より10． 外面一 夕テパケ。内面－ヨコパケ。 やや粗。良好 外面は 外面 に里
20 3 30 ．0復 4cm 上に半面形の透し孔が穿れる。 ナナメパケが最下部 にパケ目の後 に 砂粒を 黄灰茶 斑有り
22 6 1．4 行なわれた指 おさえがみられ る。 含 む。 藤色。

内面は
淡灰茶
褐色。

0
鳥取市教
育委員会
表採。

挿表1－①　32号墳出土土器観察表

ー　23　－



遺物番号
挿図番号
図版番号

出土遺構 器　 種 （り胴部径
塞語 彙

形　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　 法 胎　 土 焼成 色調 備　 考

P o17 32号墳掘 朝顔形埴 音呈萱：議

⑥1 ・＿5

口緑部。外方へ開 く。端部は風化 外面一剥離が激 しいがわずかにタテ やや粗。不良 淡明黄

2 1
23

り割 り内 輪 する。凸帯は脱落 している。 ハケが残 る。タテハケ後 ヨコナデと
思われる。内面一剥離のため不明。

大きな
砂粒 を
多 く含

む。

褐色

P o18 32号墳掘 朝顔形埴

輪

叙 雲：鵠

（9 1 ．3

口緑部。端部はやや肥厚 し、平担 外面一剥離が激しいがタテパケが残 粗。大 不良 外面は 外面 に黒

21
23

り割 り内 面 をもつ。脱落 してはいるが一条

の凸帯を巡 らしていたもの と思わ

る。口緑端部は強 くヨコナデする。
内面－ヨコナデ。

きな砂
粒を含

褐色。
内面は

斑有 り。

れる。 l む。 暗茶褐
色。

P o19 32号墳掘 朝顔形埴 叙 §：議

⑤ 1．1
⑥1 ．0

口緑部。端部は平坦面 をもつ。一 外面－ヨコナデ。内面一剥離が著 し 良。砂 良好 明黄茶

21
22

り割 り内 輪 条の凸帯を巡 らす。凸帯は断面台
形を呈する。

く調整不明。 粒を含
む。

褐色

P o20 32号墳掘 朝顔形埴 宕 3 ：浣

（9 1．2
⑥ 1．5

頸部か ら口緑部。 口緑端部は平担 外面－ ヨコナデ。内面－ ヨコナデ。 良。大 良好 暗黄茶 外面に黒

21
22

り割 り内 輪 面をもつ。一条の凸帯を巡 らす。
凸帯 は、断面台形 を呈する。

きな砂
粒を含
む。

褐色 斑有 り。

Po21 32号墳掘 壷形埴輪 底部 ・肩部 ・頸部 ・口緑部が残 る。外面一底部上側はパケ目の箆板状工 やや粗。やや不
良

口緑部 ・肩部外面

22 り割 り内 胴部 は欠損しているので実測図で 具による整形がみられる。屑部 にヨ 大 きな 頭 部 ・ に黒斑有

23 は推測線を破線で入れた。底部か コハケ ・ナナメパケ ・頚部にタテハ 砂粒を 屑部は り。
⑥1．5 らわずかに外反 しながら開 き気味 ケを施す。口緑部は剥離のため調整 ‘含む。 内外面

に胴部に向う。肩部は口径 より張 不明。内面一底部上側、明瞭ではな 明黄茶
り丸味 をもって頸部に至る。頸部 いが、上→下へのヘラケズリがみら 褐色

は筒状で口緑部に向ってやや外傾 れる。頸部 こ口緑部は剥離のため不 色。底
する。 口緑部 は外方へ開き、下部

に稜をもつ。 口緑端部は平担面を
もつ。

明である。 部は外
面泳黄
灰茶褐
色、内

面淡黄
灰褐色。

P o22 32号墳掘 壷形埴輪 ①30 ．0復 口径よ り張る肩部。口緑部 は外方 外面一剥離のため不明。内面剥離の 良。大 良好 明黄茶

22
23

り割 り内 ⑥1．3 へ開 き、下部に稜をもつ。端部は
平担面をもつ。

ため不明。 きな砂
粒を含
む。

褐色

P o23
22
23

32号墳掘
り割 り内

壷形埴輪 釜澤 底部。 外面－ヨコパケ。内面一粘土紐を巻

く時に生 じたと思われ るしわがみら
れ る。

良。大
きな砂
粒を含
む。

良好 外面は
淡褐色。
内面は
褐色。

P o24 32号墳掘 壷形埴輪 ①31．9復 頸部 と口縁部。 口緑部 は外方へ開 内外面ともヨコナデ。 良。大 良好 淡明黄

23
23

り割 り内 暮圭？云6残 き下部は稜をもつ。端部は平担面
をもつ。

きな砂
粒を含
む。

茶褐色

P o25

23
／

32号墳掘
り割 り内

壷形埴輪 釜繹 口緑部。広 く外方へ開き、下部に
稜をもつ。端部 は丸 くお さまる。

内面 ともヨコナデ。 やや粗。
砂粒 を
多 く含
む。

良好 淡明黄
茶褐色

P o26
23
23

32号墳掘
り割 り内

壷形埴輪 （釦 ．9 頸部。 内外面 ともヨコナデ。 良。砂
粒を含

む。

良好 淡明黄
茶褐色。

P o27 32号墳掘 壷形埴輪 （9 33．8復 頸部 と口緑部。わずかに外反気味 内外面 ともヨコナデ。 精良。 良好 淡明黄

23
23
り割 り内 ⑥1 ．3 の頸部。口緑部 は外方へ開 き、下

部に稜をもつ。口緑端部は平担面
をもつ。

砂粒 を
含む。

茶褐色

P o28
23
23

32号墳掘
り割 り内

壷形埴輪 駄 浣

⑥1 ．3

口緑部。外方へ開 き下部に稜を有
する。端部は平担面を持つ。

内外面 ともヨコナデ。 精良。
砂粒を
含む。

良好 淡明黄
茶褐色

P o29

23
23

32号墳掘
り割 り内

壷形埴輪 ⑥1 ．3 頸部 内面－ ヨコパケが残る。 精良。
砂粒を
含む。

良好 淡明黄
茶褐色

P o30 32号墳掘 家形埴輪 （丑55 ．4× 上部 を欠損する。横長の長方形の 外面一割橙が魁 ←三が、’一部 にタテ やや粗。淡黄灰

24 り割 り内 35 ．9 透 し孔が台部 平側に2 個づつ’（1 パケが残 る。内面一剥離が激しいが、 砂粒を 褐色

22 ② 15 ．3残
⑥2 ．0

辺は 1 個のみ残る「。妻側 に 1 個づ

つ穿れ る。凸帯はスカー ト状の凸
帯が一条接地面から4 cmの辺 りを
四辺巡 っていた もの と思われる。
出入口は平側の一辺に認められる。
屋根等形態は不明で ある。

一部 にタテパケが残 る。 含む。

挿表1－②　32号墳出土土器観察表

遺 物

番 号

結 縛 部

長　 さ
幅 厚　 さ 備　　　　　 考

遺 物
番 号
結 縛 部
長　 さ

幅 厚　 さ 備　　　　　 考

攣 曲結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。

＿＿」　　　　　　　ヽ虫　　　　　 、JLtヒ；
1 1 ．7 2 ．0 0 ．1 攣 曲 結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み 残 存 。 10 1 ．9 2 ．0 0 ．2

0 ．2 漆 が 一 部 剥 離 。遺 存 状 態 や や 良 。 0 ．3 漆 の剥 離 が 目 上⊥つ 。 退 存 状 悪 や

や 不 良。
2 2 ．0 5 2 ．1 0 ．1 攣 曲 結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。 11 1 ．9 2 ．1 0 ．2 攣 曲結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み 残 存 。

、　　　一一　　　　　ヽ虚　　　　　 、ノこ、ヒユ
0 ．2 漆 はや や 厚 い。 遥 存 状 態 良 好 。 0 ．25 半 面 ％程 漆 が 剥 離 。 退 存 状 態 や

や 不 良 。

3 2 ．0 2 ．2 5 0 ．1 攣 曲 結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。 12 ※ 1 ．8 ※ 2 ．0 ※ 0 ．2 攣 曲結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み 残 存 。

．ヽ乙40 ．2 漆 はや や 薄 い。 遺 存 状 態 良 好 。 ※ 0 ．2 漆 の 剥 離 が 目立 つ。 遺 存 状 態 や

や不 良 。

JL　　　ヽ4 2 ．0 2 ．2 0 ．1

0 15

攣 曲結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。

漆 が 一 部 剥 離 。遺 存 状 態 や や 良 。

攣 曲結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。

1 3 ※ 1 ．6 ※ 1 ．6 ※ 0 ．2 攣 曲 結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。

漆 大 き く剥 離 。 遺 存 状 態 不 良 。

5 1 ．8 2 ．1 0 ．2

0 ．2

1 4 ※ 1 ．4 ※ 1 ．8 0 ．1
0 ．1 5

攣 曲 結 歯 式 。 結 締 部 上 部 漆 の み

残 存 。 漆 が 半 面 ％程 剥 離 。 遺 存
状 態 不 良 。

漆 が一 部 剥 離 。遺 存 状 態 や や 良 。

6 1 ．8 2 ．0 0 ．15
0 ．2

攣 曲 結歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。

漆 は や や 薄 く一 部 剥 離 。 遺 存 状

態 や や 良 。

15 ※ 1 ．1 1 ．9 2 ．0 攣 曲 結 歯 式 。 結 縛 部 下 部 漆 の み

残 存 。 遺 存 状 態 不 良 。

7 1 ．85 2 ．1 0 ．1 5 攣 曲結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み 残 存 。 16 1 ．9 ※ 1 ．5 0 ．1 攣 坤結 歯 式 。 結 縛 部 ％ 漆 の み0 ・

Jh0 ．2 漆 が 一 部 剥 離 。 遺 存 状 態 や や 不

良 。

0 ．2 2残 存 。遺 存 状 態 不 良 。

8 1 ．7 2 ．0 0 ．1
0 ．2

攣 曲 結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み 残 存 。

漆 の 剥 離 が 目立 つ 。 遺 存 状 態 不
良 。

17 ※ 1 ．2 ※ 1 ．4 0 ．2 ・攣 曲結 歯 式 。 結 縛 部 分 の 漆 の み

残 存 。 遺 存 状 態 不 良 。

9 ※ 1 ．8 ※ 2 ．1 0 ．15 攣 曲 結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み 残 存 。 18 ※ 1 ．5 ※ 1 ．3 0 ．2 攣 曲結 歯 式 。結 締 部 漆 の み 残 存 。

．ヽム0 ．3 半面 漆 が 大 き く剥 離 。 遣 存 状 態

不 良 。

0 ．2 ％程 欠損 。遣 存 状 態 不 良 。

挿表2　32号墳第1号埋葬施設第1号石棺出土竪櫛一覧表（※印残存値）
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第3節　里仁33号墳　（挿図25～45、図版7～13、24～28）

里仁33号境は北東へのびる尾根上に位置し、北東側を32号填、南西側を34号墳と接する。墳頂

部の標高は53mである。墳丘は、尾根の主軸線に直交する掘り割りを穿つことにより南西辺、北

東辺を形成した後、地山を整形し盛土を施して墳形を整えるものである。盛土は墳頂部で最大0．

72mの厚さとなる。墳丘の南東側と北西側は墳丘面がそのまま急な斜面となって降ってゆく為明

瞭な墳裾線を形成しない。墳形は北西側を底辺とした梯形を呈する方墳で、狭い尾根を一杯に利

用している。主軸はN－590－Eをとる。墳丘の規模は南西側辺で12m、北東側辺で14m北東側掘

り割り底面から墳頂部まで3．2mの高さを測る。墳頂部は長さ9．5m、最大幅6．4mを測る梯形（墳

ー‾メ「一一一一一

第5号埋動電設

挿図25　33号填墳丘実測図
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丘とは逆方向に広がる）の平担面をもつ。掘り割りは北東側で顕著であるが、南西側で浅いもの

となっており、北東側で幅1．4m、深さ1．0m、南西側で幅0．8m、深さ0．4mを測る。この内北東

側の掘り割りは32号墳のそれと切り合う。土層断面（挿図28）より33号墳の掘り割り内埋土は32

号墳築造時に掘り込まれている。埋葬施設は墳頂部で墳丘主軸線を挟んで2基、南東側以外の3

辺の墳裾辺りでそれぞれ1基づつ、都合5基検出された。

第1号埋葬施設（挿図29～33、図版8、9、24～26）は墳頂部の北西側で検出された。主軸は

N－580－Eをとり墳丘のそれとほぼ同じくする。上線部で長さ623cm、幅215cm、深さ27cm（残存）

の細長い墓壕をさらに長さ540cm、幅109cm、深さ60cm前後掘り込む。南西端、北東端は側面の壁を

外側へ挟り込む。この中に長さ480cm、幅55cm（土層断面一挿図30－BBLレDD’の第7層の床面での

間隔）と推定される組合せ箱式木棺を納める。棺の構築は小口板を南西端、北東端に設けた挟り
1

込みに填め込んで立てた（その際北東側の小口板のみ床面に溝を設けて埋め立てる）後、長い側

板を小口板の間に立てる。この組合せ法を用いると側板が内側へ倒れ易くなる憾みがある。これ

は小口板そのものの内側に側板を填め込む溝を穿つことで解決できるものと考える。墳丘を掘り

下げ中に墓壕上面の南西側中央で人頭大の自然石が置かれた様な状態で出土した（挿図29、図版

8）。標石かと思われる。床面で自然石2（挿図29、図版7）、鉄剣3（Fl～3）、刀子1（F21）、

紺F29　④

S＝l：20

0．5 lm

鉄斧（F24）、鋤先1（F25）、整1（F26）、鈍

1（F27）、曲刃鎌1（F28）、砥石1（Sl）、

不明茎（F29、F30）が出土した（挿図29、31～33、

図版8、9、24～26）。2個の自然石は北東側中

央で検出された。床面に密着しており標石の類

いが落ち込んだものとは考えられないことから、

枕石として使用されたものであろう。この位置

が頭位であると思われる。枕石の両脇に鉄剣F

l◎F2が切先を頭位方向（北東）に向けて置
註1

かれる。鉄剣F2の延長線上で棺の中央と思し

き位置よりやや南西寄りに鉄剣F3が切先を南

西に向けて置かれ、そのそばに刀子F21が切先

をF3と同方向に向けて並べられる。F21は刀

身と茎が約15cm離れて出土した。鉄斧、鋤先、

茎、鈍、鎌、砥石は南西側中央辺りに集められ

挿図26　33号墳掘り割り内壷形土器。鉄斧出土状況図

－　26　－

挿図27　33号墳
墳丘模式図



1．表土（腐植土）
云：蕗戻糞を壬て車やしまる、流出している）－盛圭

－32号墳掘り割り内埋土

巨土
コー盛土崩落土

3．淡暗褐色土
4．黒色土（しまりが悪い）
5．淡暗橙褐色土（よくしまる）
6．地山プ
7．淡暗灰j
8．時橙褐‘
8二時橙褐‘
9．淡鼠酪
10．淡黄褐′
11．淡褐色
12．褐色土1
13．淡橙褐・
14．淡暗橙一
15．暗橙褐
16．暗橙茶
17．茶褐色
18．赤褐色
19．暗褐色
19て暗褐色
20．暗灰褐
21．淡灰貴
22．淡灰茶
23．暗灰茶
24．淡暗橙
25．暗茶灰
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8　　　　 第 3

号埋 葬
16　　　　　 10 － 8 ′
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挿図28　33号墳墳丘土層断面図
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挿図29　33号墳第1号埋葬施設遣物出土状況図
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た様子で出土した。鉄斧と鋤先は重なり、その下に茎が置かれる。刃先の方向は鉄斧、鎌が南東、

錐が南西、鋤先、茎が北東と統一性がない。頭位付近北西側の掘り込み肩から20cm下った辺りで

鉄鉱（F4～20）が出土した（挿図29、31、32、図版9、24、26）。全て平根に属し有頸のものが

大部分を占め無頸のものは2

点に止まる。内側へ流れ込む

状態で出土したが、本来は切

先を北東に向けて整然と並べ

られていたものと思われる。

出土した位置、レベルより鉄

鉢は棺がある程度埋められた

時点で棺に添える様に置かれ

たものであると考える。以上

の様に第1号埋葬施設より出

土した鉄器はバラエティーに

富んでいるのであるが、その

配置は遺体の両脇に武器、足

位方向に農工具というもので

ある。

第2号埋葬施設（挿図34、

35、図版10、26）は墳頂部の

南東側で検出され、第1号埋

葬施設に寄り添う様に位置す

る。第1号埋葬施設が墳頂部

平担面の中央部ではなく北西

側に寄せて設けられ、第2号

埋葬施設はこれによって空く

部分の北東側を占めている。

この事から第2号埋葬施設構

築は第1号埋葬施設構築時に

考慮に入れられていたものと

思われる。第2号埋葬施設は

主軸をN－600－Eにとり、北

西側が膨らむ隅丸長方形を呈

①暗橙褐色土（径3mmの小磯を多量に含みややしまる）
②暗橙茶褐色土（径3mmの小礫を含みしまりがわるい）
③暗灰茶色土（径3mmの小礫を含みしまりがわるい）
④暗黄褐色土（しまりがわるい）
⑤茶橙色土（径3mm程の小礫を含みしまりカざわるい）
（む淡黄茶色土
⑦淡黄橙色土

53．50m B′

する。墓場は長さ285cm、幅140cmの規模でほぼ垂直に20cm以上掘り込まれた後テラスを造り、さ

らに長さ183cm、幅55cmの平面規模で26cm前後掘り込まれる。土層断面に痕跡は残っていないが、

箱式木棺が納められたと考えられる。墓壕の北東側小口部には拳大の自然石が6個、中央がやや

－　28　－
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一

掃図30　33号墳第1号埋葬施設実測図
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挿図3133号墳第瑠号埋葬施設出土鉄器実測図①
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挿図32　33号墳第1号埋葬施設出土鉄器実測図②
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挿図33　33号墳第1号埋葬施設出土鉄器頬実測図③
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挿図34　33号墳第2号埋葬施設実測図

窪む様に集め置かれていた。枕として使用されたもの（枕石）であ・．．、

り、この位置が頭位であると思われる。枕石の10cm程西寄り、北西

壁際で刀子（F3ト挿図35、図版26）が切先を内側へ向けて出土し厨

た。床面から10cm以上浮いており、第1号埋葬施設における鉄鉱と

同様に棺がある程度埋められた時点で切先を頭位方向へ向けて棺に

添えられたもめで、棺材の腐朽に伴って内側へ落ち込んだものと思

われる。

1．時橙褐色土（径約
3mInの小磯を含み
しまり悪い）
2．時灰橙褐色土（径
約3mmの小磯を極
少量含みしまり悪
い）

闇　　闇F31
S＝l：2

0 5cm

－．・・．・．・．・．・．．．．1－　－－－‾‾　l　‾　－　‾t

挿図35　33号墳第2号埋葬
施設出土鉄器実測図

第3号埋葬施設（挿図36、42～45、図版11、27、28）は北東側墳裾部で検出された埴輪を使用

する埋葬施設である。墳丘斜面を50cm前後掘り込んで平担面を造った後に長さ182cm、最大幅56cm、

深さ18cm前後の南東側が広がる隅丸長方形の墓場を掘り込み、墓壕の上面を縦割りにした埴輪（Po

4～14）で覆うものである。主軸はN－430－Wをとる。墓壕の南東側はPo6、Po9片を小口部に

立てた後、下からPo7、Po8、P06を主に用いて覆う。北西側はP05を、中央部はPo4、P09

を主に用いて覆う（挿図42～45、図版27）。墓壕を覆う埴輪片を取り上げたところ、南東側小口部

－　33　－



挿図36　33号墳第3号埋葬施設実測図
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でPo6片が外面を上に向けて置か

れていた（図版11）。やや浮いては

いるが（挿図36）、出土状況から枕と

考える。頭位はこの位置であろう。

枕の下で長さ30cm、幅30cm前後の溝

状の掘り込みを検出した。用途等は

不明である。第3号埋葬施設に使用

された埴輪は基底部を残すものがな

いことから、本来立っていたものを

再利用したものと考えられる。33号

墳の墳丘は埴輪をもった形跡が全く

見られないので、これらの埴輪は他

の古墳から運んだものと考える。

第4号埋葬施設（挿図37、46、図

版12、28）は南西側墳裾部で検出さ

れた。上線部で長さ68cm、最大幅33

cm、深さ25cm前後の北西側が広がる

隅丸長方形の墓堀内に縦割りにした

埴輪片（Po15－挿図46、図版28）が

外面を上に向けて入っていた。主軸

はN－360－Eをとる。南東側小口部

は同じ埴輪を打ち割った破片を用い

て塞ぐ。埴輪片を取り上げたところ、

北西側小口部床面で長さ21cm、幅9

cm、深さ7cm前後の半月状の掘り込

みを検出した。

第5号埋葬施設（挿図38、図版12）

は北西側の墳裾と思しき位置で検出

した。上線部で長さ104cm、最大幅41

cm、深さが最大20cmの素掘りの土壌

墓である。平面形は北東側が狭まる

いびつな隅丸長方形で、主軸はN－

540－Eをとる。遺物は全く出土しな

かった。

北東側掘り割り内でPol～3（挿

図40、41、図版28）が22～30cmの距

S＝I：20

0．5

「：

挿図37　33号墳第4号埋葬施設実測図

「「二二
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1．淡灰橙色土（しまりが悪い）
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挿図38　33号墳第5号埋葬施設実測図



F29

S＝l：2

0　　　　　　　　　　　　5

挿図39　33号墳出土鋳造鉄斧実測図
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離をおいて墳裾線に沿う様に出土した（挿図26、27、図版13）。Pol、P02は完形の土器で焼成後

に底部穿孔されている。付近で出土した土器片で孔を塞ぐことができた。現地で穿孔して置いた

ものであろう。又、Polには長さ20cm、幅15cm程度の山石（アプライト）1個、P02には長さ15

cm、幅9cm程の河原石（流紋岩質凝灰岩）と長さ15cm、幅5cm程の山石（アプライト）が1個づ

つ底部から4cm程浮くかたちで入れ込まれていた。P03は口緑部が胴部に落ち込んだ様なかたち

で出土した。土圧によって口緑部が落ち込んだのであろうが、破片は既に散失しており、口緑部

と底部の復原だけに止った。Polから西へ60cm程離れたところで鋳造鉄斧（F29－挿図39、図版

26）が出土した。掘り割りの底面に密着し、刃先を東へ向けて出土した（挿図26、27、図版13）。

Pol～3、F29を囲む様な土壌墓が存在した可能性はあるが、推測の域を出ない。鋳造鉄斧は墳

丘の北西側でも出土した（F30－挿図39、図版26）。

33号墳はPol～3等より古墳時代中期の築造と考えられる。

註1剣（F2、F3）の位置は遺体の肩部付近に相当すると考えられるのであるが、剣の間隔が30cmと狭い。30cmの間に

そのままの遺体が入るとは考えられないことから、再葬の可能性をここで掲げておく。

ー　37　－
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挿図46　33号墳第4号埋葬施設出土鰭付円筒埴輪実測図

遺物番号
挿図番号
図版番号

出土遺構

⊂コ

器　 種

士

④胴部径
⑤凸帯高
⑥器壁厚

形　　　　　　　　 態

、′

手　　　　　　　　 法 胎　 土 焼成 色調 備　 考

P o l
40
28

33ち・墳掘
り割 り内

⊂コ

宣E

土

書芸 ；i

① 17．9
② 35．7
④ 27．8

焼成後に穿孔 された丸底の底部 か
ら、最大径を肩部近 くに有する胴
部に至 る。肩部はなだらかで、や
や中膨 らみの外傾する長 めの頸部
に達する。広 く外反する口緑部 は
上端 に平坦面をもち下端 を下方へ

つまみ出す。肩部外面 に木口状工
具による刻み目が巡る。

外面 は胴部 に、ナナメパケ、ヨコパ
ケが残る。肩部下半部にヨコパ ケの
後、刻み目を施 す。肩部上半部から
口緑部にかけてヨコナデ。内面は底

、部 に下→上へのヘ ラケズリ。胴部に右→左のへ ラケズリがみ られる。肩
部に右上へのへラケズ リ。肩部上半
部に指おさえがみられる。頸部から
口緑にかけてはヨコナデ。

良。砂
粒を含
む。

良好 明茶褐
色

口綾部内
外面 ・肩
胴部外面
に黒斑有
り。

P o 2
4 1
28

33号墳掘
り割 り内

⊂コ

雪ぎ

＝土ご

焼成後に穿孔された丸底の底部か
ら縦長気味の胴部に続 き、なだ ら
かな肩部に至る。頸部 は短かく曲
が り外傾気味の複合口緑に達する。
口緑屈曲部の稜 は鈍 く、端部は丸
くおさめ る。

外面は胴部 ・肩部にヨコ・タテ ・ナ

ナメパケが残 る。肩部上側 より口緑
までヨコナデ。内面 は底部 に指おさ
え。胴部やや下 まで右下→左上への

ヘラケズ リ。肩部まで左→右へのへ
ラケズリ。頸部下は、指おさえ。 こ

lれよ り上はヨコナデ。

精良。
小砂粒
を含む。

良好 淡褐色

P o 3

41
28

33号墳掘
り割 り内

⊂：コ

雪ぎ （丑19 ．7
② 40 ．0推

底部 と屑部より上が残る。丸底の
底部。肩部の張りは小 さい。長めの
頸部からわずかに外側する複合口
緑 に至る。口緑屈曲部 の稜は鈍 く、
内面に深い くぼみを有する。同端
部は肥厚 し上面にテラスを持つ。

＿⊥

頸部か ら口緑部までヨコナデ。 精良。
小砂粒
を含む。

良好 外面 は
淡明茶
褐色

P o 4

42
27

33号墳第
3 号埋葬
施設

鰭付円筒
埴輪

1 34．1
2 41 ．4
4 30 ．2

直上⊥する胴部。第 3 凸帯上方より

口緑端部に向ってわずかに外方へ
開 く。口緑端部は凸帯状を呈 する。

外面一第 2 段 ・タテパケ後ヨコパケ。
第 3 段 タテパケ後、第 2 凸帯近 くの
みヨコパケ。第4 段タテパケのみみ

良。砂
粒を含
む。

良好 淡明茶
褐色

外面に黒
斑及び赤
色塗彩痕
有 り。5 1 ．2

⑥ 1．6
凸帯はよ く突出し断面 「M 」形。
第 2 段、第 4 段 に逆三角形の透 し
孔が同方向に、それぞれ対向する
位置に 2 個づつ穿れる。鰭幅 は最
大10．むm 。

とめ られる。それぞれの凸帯の上下、

口緑部は、ヨコナデによってパケ目
が消 える。鰭脱落部には刀子状工具
による割 り付け線及びヨコパケがみ
られ る。内面－ ヨコパケ、ナナメパ
ケ、ナデがみ られ る。特に口緑部は
強 くヨコナデされる。

挿表3－①　33号墳出土土器観察表
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遺物番号
挿図番号
図版番号

出土遺構 器　 種

①口　 径
②器　 高
喜璧盛

形　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　 法 胎　 土 焼成 色調 備　 考

P o 5 33号墳第 鰭付 円筒 （9 33 ．5 直立する胴部。第 3 凸帯上方より 外面一第 2 邸 ま’剥離しているがヨコ 良。砂 良好 淡黄茶 外面に黒

42 3 号埋葬 埴輪 ②41 ．7残 口緑端部に向ってわずかに外方へ パケがわずかに残る。第 3 段、第 4 粒を含
む。

褐色 斑有 り。

27 施設 4 31 ．2 開 く。口緑端部は凸帯状 を呈する。段 タテパケ後 ヨフパケ。鰭脱落部に

5 1．2 凸帯 はよく突出 し断面 「M 」形。 は刀子状工具による割り付け線、ヨ
⑥1 ．1 第 2 段第 4 段 に逆三角形の透 し孔

が、同方向に、それぞれ対向する
位置に2 個づつ穿れる。

コパ ケがみ られる。内面－ナナメパ
ケ、 ヨコパケ、ナデがみ られる。特
に口 緑部は強 くヨコナデされる。

P o 6 33号墳第 鰭付円筒 （9 32 ．0 直立する胴部。口緑端部は凸帯状 外面一 夕テパケ後ヨコパケ。口緑端 良。砂 良好 淡黄褐
色

外面に黒

43 3 号埋葬 埴輪 2 55 ．0残 を呈す。凸帯はよく突出し断面「M 」 と凸帯の上下 はパケ後 ヨコナデによ 粒 を含 斑有 り。

27 施設 4 30 ．0
5 1．4

形。第 2 段、第 4 段 に方形の透 し

孔が同方向に、それぞれ対向する

りパケ目が消える。内面－ナナメパ
ケこ　ヨコパケ とナデがみられる。特

む。

⑥1．6 位置に 2 個づつ穿れる。第 1 段に
は半円形の透し孔が第 4 段の透 し
孔 と約45。方向を異 にして対向する
位置に2 個穿れる。鰭幅は最大10

．4cm。

に口緑部 は強 くヨコナデされる。

P o 7 33号墳第 鰭付円筒 董；！；；残 直立する胴部。 口緑端部は凸帯状 外面一第 2 段 ・第 4 段 はタテパケの 良。砂 良好 淡明茶 外面 に黒

43 3 号埋葬 埴輪 を呈する。凸帯 はよく突出し断面 み、第 3 段はタテパケ ・ナナメパケ 粒を含 褐色 斑有り。

27 施設 「M 」形。第 2 段、第 4段 に方形

の透 し孔が同方向に、それぞれ対
向する位置に 2 個づつ穿れる。

を施す。 口緑部 と凸帯の上下 はヨコ
ナデによりパケ目が消 える。鰭脱落
部 には刀子状工具による割 り付け線、
タテパケがみ られる。内面一 夕テパ
ケ ・ナナメパケ、ナデがみ られる。
特 に口緑部は強 くヨコナデされ る。

む。

P o 8 33号墳第 円筒埴輪 董；！；；残 直立する胴部。口緑端部 は凸帯状 外面一夕テパケのみを施す。口緑部 良。砂 良好 明茶褐 外面に黒

44 3 号埋葬 を呈する。凸帯はよく突出 し、断 と凸帯の上下はヨコナデにりパケ目 粒を含 色 斑有 り。

27 施設 面「M 」形。第 2 段、第 4 段に長方
形の透 し孔が同方向に、それぞれ
対向する位置に穿れ る。第 1段 に
は半 円形の透 し孔が第 2 段、第 4
段の透 し孔 と約450方向を異 にし
て、対向する位置に2 個穿れる。

が消 える。内面－ ヨコパケ、ナナメ

パケ、ナデがみ られる。特に口緑部
は強 くヨコナデされる。

む。

P o 9 33号墳第 円筒埴輪 音霊 ：2残 直立 する胴部。第 3 凸帯上方よ り 外面一 夕テパケ後 ヨコパケ。、口緑部 良。砂 良好 祭璽 は 外面に黒

44 3 号埋葬 口緑端部に向ってわずかに外方へ と凸帯の上下 は強いヨコナデによ具 粒 を含 淡余褐 斑有 り。

27 施設 釜；：畠1 升く、口′　端口は凸帯、’を呈する。 パケ　 が消える。一口　ヨコパケが む。
（〕

凸帯 はよく突出 し、断面 「M 」形。
第 2 段、第 4 段に逆三角形の透 し
孔が、同方向に、それぞれややず
れながら対向して穿れる。

る。）内面一 夕テパケ・ナナメパケ及
びナデがみられる。特に口緑部は強
くヨコナデされる。

面は明
茶褐色

P olO 33号墳第 円筒埴輪 駄 諾 やや外方へ開 く口緑部、口緑端部 外面一剥離が激 しく不明。内面－ナ 良。砂 良好 淡黄褐

45
28

3 号埋葬
施設

は風化しているが、凸帯状 を呈 し

ていたもの と思われる、透 し孔は
長方形である。

ナメパケが残 る。 粒 を含
む。

色

P oll 33号墳第 円筒埴輪 喜i：皇0復 直立する胴部、凸帯 はよく突出 し、外面一 夕テパケ後ヨコパケ。凸帯の 精良。 良好 淡黄褐 外面 に黒

45 3 号埋葬 断面 「M 」形。透 し孔は孔の上辺 上下はヨコナデによりハ、ケ目が消え 小砂粒 色 斑有 り。

28 施設 のみ残る。楕円筒の可能性有 り。 る。内面－ ヨコパケ及びナデがみら
れる。

を含む。

P o12 33号墳第 円筒埴輪 酢 復 直立する胴部。凸帯はよく突出 し 外面一利離 しているが、ヨコパケ、が 良。砂 良好 淡黄茶 外面 に黒

45
28

3 号埋葬
施設

断面 「M 」形。 みられる。凸帯の上下 はヨコナデに
よりヨコパケが消され る。内面一夕
テパケ ・ナナメパケ ・ヨコパケ及び
ナデがみられる。

粒 を含
む。

褐色 斑有り。

P o13 33号墳第 円筒埴輪 お 吉：諾

⑤1 ．0

直立 した後わずかに外方へ開 く口 内外面ともヨコナデ。 タテパケがわ 精良。 良好 淡黄褐

45
28

3 号埋葬
施設

緑部。口緑端部 は風化しているが
凸帯状を呈 したもの と思われる。

ずかに残 る。 砂粒 を
少し含
む。

色

P o14 33号墳第 鰭付 円筒 批 2復 直立する胴部。凸帯は断面 「M 」 外面一夕テパケの後 ヨコパケ。凸帯
ヽヽヽ　′45

28

3 号埋葬
施設

埴輪 形。 の上下はヨコナデによりパケ目が消

える。凸帯脱落部 にヨコパケがみ ら
れる。鰭脱落部に刀子状工具による
割 り付け線及び ヨコパケがみ られる。
内面ニ ョコパケ ・ナナメパケ及びナ
デがみられる

P o15 33号墳第 鰭付円筒 ①31 ．7復 直立する胴部。第 3 凸帯より口緑 外面一剥離が激 しいがタテパケが－ やや粗。やや不 外璽 は 外面に黒

46 4 号埋葬 埴輪 2 43 ．5残

4 29　2

端部にむかってやや外方に開 く。 部残 る凸帯の上下は強 くヨコナデす 大 きな 良 明余褐 斑有 り。
28 施設 口′　端口は　 員する。凸帯 はよく る。　 画一ヨコパケ e ナナメパケ及 砂粒を CI塞壬：皇 突出 し断面 「M 」形。第 4 段に逆 びナデがみられる。特に口緑部付近 含 む 面上部

三角形の透 し孔有 り。鰭は一部残
存する。

は強 くヨコナデする。 は淡黄
褐色。
下部は
明茶褐
色。

挿表3－②　33号墳出土土器観察表
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遺物
番号
挿図
番号
図版
番号
博 類 最大長

（cm ）
最大 幅

（cm ）

最大厚

（cm ）
重　 さ
（g ） 備　　　　　　　　　　　　　 考

F l 31 2 4 剣 40 ．6 3．3 0 ．7 1 64 ．5
刃部 長31．6cm。細 身で断面 レンズ状の剣身 は先細 り気味 とな り切先 は
丸 味 をもって先端 に至 る。両関で先細 り気味 の茎 がつ き目釘穴 は 2 箇
所。 剣身及 び茎 に木 質が付着す る。

F 2 3 1 2 4 剣 37．5 3．5 0 ．6 1 78 ．5

刃部長 27 ．0cm。細身 で断面 レンズ状の剣身 は切先 にア クセ ン トがな く
先細 り気味 とな る。両関で先細 り気味 の茎 は剣身 に比 して長 めであ る。
目釘穴 は 1 箇所。剣身 に木 質が付着す る。

F 3 3 1 24 剣 24．7 3 ．7 0 ．8 1 10．5
刃部長 19 ．8cm 。幅広で短 い剣身は断面 レンズ状 で切先 にア クセン トが
な く先細 り気味 になる。両関 で先細 り気味の茎が つ く。 目釘穴 は確認

で きない。剣身及 び茎 に木 質が付着 す る。

F 4 3 1 24 鍍 3 ．9※ 2 ．6 0．3 5．4
無頸 の広鋒長三角形重挟式。挿着法 は，鍍身 をマ ッチの状 の もので挟 み

さらに剣状 の木 で挟 み、それ を柄 に挿入 した後に糸で緊縛 する もので
あ る。孔 を 3 つ もつ。

F 5 3 1 24 26 銀 4 ．1 2 ．5 0．3 5．5 同　　　　　　　　　　　　　　　 上

F 6 3 1 24 金族 12 ．5※ 2 ．5 0．4 2 6．6
有頸の両丸造 広鋒長三角形腹挟式 の異 形の もの といえよ．うか。腹挟が

2 段 につ く。茎 に棟 を有 し、緊縛用 の木 皮がわずか に残 る。

F 7 3 1 24 鉄 11．6 ※ 2 ．6 0．4 2 5．7 同　　　　　　　　　　　　　　　 上

F 8 31 2 4 鉄 9 ．9 1．5 0 ．3 1 0．5
有頸の両丸造柳葉腸 挟式。茎 に棟 を有 する。装着法 は茎 を篠竹 に挿入
した後木皮 を巻 いて緊縛す るものである。

F 9 31 2 4 鍍 6 ．3 ※ 1．6 0 ．3 7．2 F 8 に比 して切先 にア クセ ン トを持 つ他 は同上 。

F lO 31 2 4 鉄 9 ．1 1．7 0 ．3 7．4
有頸の片丸造柳葉腸 挟式。 F 8 F 9 に比 して鉢身が細身 で断面 が「へ」

の字状 を呈 する。茎 に疎 を有す る。装着法 は F 8 と同 じ。

F ll 31 2 4 鉄 4 ．9※ 1．4 0 ．2 4 ．6 装着 法 は不明 であるが、他は同上。

F 12 31 24 2 6 鉄 8．2 1．5 0 ．3 6 ．3 有 頸の両丸造柳葉式。鉄 身は幅広気味で ある。装 着法 はF 8 と同 じ。

F 13 3 2 2 4 鉄 8．2 2．4 0 ．3 21 ．6 有頸 の斧箭広根式。装着 法は F 8 と同 じ。

F 14 3 2 2 4 錬 10．7 2．1 0 ．4 20．7 同　　　　　　　　　　　　　　 上

F 15 3 2 24 靡 11．6 2．1 0 ．3 19．1 同　　　　　　　　　　　　　　　 上

F 16 3 2 24 鉢 11．7 2．1 0．5 2 0．1 同　　　　　　　　　　　　　　　 上

F 17 3 2 24 鋲 9 ．4※ 2 ．1 0．4 1 7．4 同　　　　　　　　　　　　　　　 上

F 18 32 24 鋲 11．2 1．9 0．3 1 7．6 同　　　　　　　　　　　　　　　 上

F 19 32 24 鋲 8 ．5※ 2 ．2 0．4 1 9．5 同　　　　　　　　　　　　　　　 上

F 20 32 2 4 鉄 11 ．7 2．0 0．3 15 ．0 同　　　　　　　　　　　　　　　 上

F 21 32 2 5 刀子 11 ．0※ 1．4 0 ．5 20 ．8 刃部長 は 8 cm以上。 斜角片関で茎尻 は一文字尻 であ る。刀身 は反 りを
もち木質の付着が み られる。

F 22 3 2 － － 3 ．0 ※ 0．7 0 ．2 1．2 刀子 の茎 カ。

F 23 3 2 － － 4 ．8 ※ 0．4 0 ．3 1 ．4 鉄 の茎カ。

F 24 3 3 2 5 斧 12．0 7．7 1 ．5 35 2 ．5
折 り曲げてつ くられ る筒状 の袋部 をもつ有肩の手斧 。肩 はなで肩気 味
で ある。刃部 は幅7 ．5cm 、中ぶ くらみで弧状 を呈 す る鍛造。

F 25 3 3 25 鋤先 5 ．2 7．9 0 ．4・ 82．6
両 サイ ドを折 り曲 げて装着 する。刃部 は幅7 ．1cm 、中ぶ くらみで弧状 を
呈 する。

F 26 3 3 25 峯 20．2 1．3 1．0 9 8．0 方柱状 をな し先端が薄 くなる片刃 の細 整。刃幅 は1 ．2cm。

F 27 33 25 鈍 14 ．4 ※ 1．4 0．4 2 5．3 先端が ゆるやか に外反す る。刃先 まで両面 に木質が付着 す る。

F 28 33 25 鎌 11．4 2 ．3 0．4 2 6．7
曲刃鎌。柄装着 部 を刃先 を左 に置 いた状態 で上 に折 り曲げ る。柄 は刃
部 に対 してはほぼ直角 につ けられ た もの と考え られ る。

F 29 35 2 5 斧 10 ．5 ※ 4 ．4 2．2※ 18 9．0

鋳造鉄斧。 刃部 に向 って僅か に撥形 に開 き、断面形 は梯形 とな る。側
面 は楔状 を呈 し、両側面か ら刃部 にかけて鋳型 合せ 目の 「こうぼ り」
がみ られ る。袋部 を欠損 し、全体 にヒビ割 れが進 んで いる。 現在化学
分析中。

F 30 34 2 5 斧 13 ．3※ 5 ．6※ 1．9※ 272 ．0
鋳造 鉄斧。刃部 に向って撥形 に開 き、断面形 は梯形 となる。側面 は鋭

い楔状で刃部 は僅 かに片刃 とな る。袋部 を欠損 するが、全体 に錆化は
著 しくな い。現在 化学 分析中。

F 31 3 4 2 5 刀子 7．6※ 1．3※ 0 ．3 8 ．5
刃部 長 は7．2cm以 上。撫角気味 の斜 角片関を もつ。茎尻 は不明であ る。
刀身 は反 りをもつ。茎 の部分 に縦方向の木質が付 着す る。

S l 3 3 2 5 砥石 20．9 2 ．8 1 ．4 20 1．5
石材 は流文岩質凝灰岩。 四面 とも使用 され ている と思われ、面の 中央
部が くぼむ。

挿表4　33号墳出土鉄器◎砥石観察表（※印残存値）

－　45　－



第4節　里仁34号墳（挿図47～50、図版14～16）

里仁34号境は北東へのびる尾根上にあって、北東側を33号填、南西側を35号墳と接している。

墳頂部の標高は54．56mで水田部との比高差40m前後を測る。墳丘は尾根主軸に直交する掘り潮り

により区画され、地山を整形して形成されている。現状では墳頂部には25cm程度の盛土しかみと

められない（挿図48）。この墳丘を画する掘り割りが北東側で深さ0．8mに及ぶのに対して、南西

側は僅かに深さ0．15m程の窪みがみられるにすぎず、34号墳の墳頂部からほぼ水平に続いて、35

号境の北東側墳裾となっている。これにより34号墳は35号墳を後方部とした前方後方墳の前方部

ではないかとも考えられたが（挿図66）、くびれ部に相当する部分での墳丘整形が不明瞭なことと

35号墳の主軸がずれるため、一応独立した方墳としておく。このように南東側墳裾の掘り込みが

不十分なため、墳丘の平面形は、北東側を底辺とした梯形を呈しており、北東側一辺11m、南西

側一辺8mのややいびつな方墳となる（挿図47）。高さは北東側掘り割り底面から最大2．1mを測

llll「
h．

「l＼

、

＼

埋管＼＼－
J

「■つ

＼

＼

＼

挿図47　34号填墳丘実測図
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①淡灰褐色土（砂利、地山プロノクを
含む、しまっている）

（9時灰褐色土（地山プロノクを含む
ややしまっている）

（動暗褐色土（砂利、地山ブロックを
少し含む、ややしまっている）

④明褐色土（砂利、地山フロックを
少し含む、しまっている）

⑤褐色土（赤色プロノク、炭化物を含む
ややしまっている）

⑥明灰褐色土（白色粒フロックを
含む、ややしまりがない）

⑦暗灰黄褐色土（粒子が紳い
ややしまっっいる）

⑧暗褐色土（地山ブロックを含む
⑨よりやや暗、ややしまっている）

（9暗赤褐色土（砂利、炭化物、
赤色粒子を多く含む、
ややしまっている）

⑲明茶褐色土（白色粒子を多く
含む、よくしまっている）

⑪淡褐色土（ややしまりがない）

⑫明茶褐色土（赤色フロックを
含む、⑲より明るい）

⑲淡茶褐色土（ややしまっている）
⑲淡暗褐色土（ややしまっている）
⑮淡明赤褐色土
⑲暗褐色土
⑩淡明赤褐色土
（赤色フロノク混り、しまっている）

A 54 ，50 0m ⑲　　　 ④ ⑫ ⑤　　 ⑮

⑲一・、、、、 ⑧　 ⑦ ①

（彰

⑥ ② ⑤　　　 〟

②　　　 ⑧

＼（郵
＼

（9⑲

ノ

（重り
（彰子メ
（事務
④子召

し

⑤β
⑤′
⑥ら
⑦甘
⑧子；
（訂′汗
⑦〝

bI
E
C⊃
C⊃
Ln

寸
Lrつ

S＝I・30　　lm

』二二里二二二］

54，500m旦

淡灰黄褐色土（白色粒を含む、ややしまっている）
淡灰褐色土（白色粒を少し含む、よくしまっている）
淡灰明赤褐色土（白色粒を含む、粒子が細い、よくしまっている）
淡灰赤褐色土（③よりやや赤みが弓釦－、白色粒を少し含む、よく
しまっている）

灰褐色土（白色粒を含まない、しまりがない）
ヶ　（ややしまっている）
灰赤褐色土（白色粒を少し含む、よくしまっている）
嗜灰赤褐色土（白色粒を少し含む、よくしまっている）
淡灰褐色土（白色粒を含まない、少ししまっている）
暗灰赤褐色土（白色粒を含まない）

（白色粒を多く含む、よくしまっている）

二　三三＿二三三＝三‾

挿図49　34号墳第1。2号埋葬施設実測図
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る。埋葬施設は墳頂部に3基、

墳裾部に2基検出された。第

1埋葬施設（挿図49、図版15）

は、墳頂部中央よりやや北西

に位置しており、上線で長さ

238cm、幅137cm、深さ40cm前

後の主軸をN－650－Eにとる

長方形墓域内に長さ110cm、幅

70cmの組合せ箱式木棺を納め

たものと考えられる。北東側

と南西側に深さ25cmの小口板

を埋め立てた掘り込みがみら

れ、両側板の位置も7cm前後

掘り込まれており、木棺内は

周囲より5cm前後高くなって

いる。注目されるのはこの木

棺内床面に、主軸をN－710－

Eにとる長さ77cm、幅34cm、深

さ16cmの掘り込みがみられた

ことであり、このような構造

の類例を知らない。この土壌

が埋葬施設本体で、木棺と思

われたのは棺を囲う木柳であ

った可能性もある。第2号埋

葬施設（挿図49、図版15）は、

第1号埋葬施設の南東に接し

ており、主軸をN－640－Eにと

る長さ140cm、幅97cm、深さ49

cmの墓場に長さ80cm、幅30cm

前後の組合せ箱式木棺が納め

られていたと思われる。底面

には両小口板を埋め立めた掘

り込みがみられ、木棺内と思

われる中央部は周囲より5cm

前後低くなっている。側板は

この両端に立てられたものと

≒：
叫

①暗黄褐色粘質土
（彰暗赤褐色粘質土
⑨暗褐色土
④暗赤褐色土
（ブロックを含む）

①暗褐色粘質土
②暗黄褐色土
⑨明黄褐色土

第3号埋葬

旦54，100m

旦云葬

挿図5の　3増号囁第3◎4◎5号埋葬施設実測図
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考えられる。第3号埋葬施設（挿図50）は第1号埋葬施設の東、第2号埋葬施設の北東に約1m

の間隔をとって設けられた素掘りの土壌で、北東側が失われているが残存長108cm、幅30cm、深さ

17cmを測り主軸をN－550－Eにとる。第4号埋葬施設（挿図50、図版16）は35号墳と接する南西墳

裾のやや北寄りに位置し、長さ110cm、幅67cm、深さ35cmの隅丸長方形土域内に長さ80cm、幅27cm、

深さ14cmの掘り込みがあり、主軸をN－630－Eにとる二段掘り土壌墓である。第5号埋葬施設（挿

図50、図版16）は、南西側墳裾にあり、長さ162cm、幅50cm、深さ20cmの舟形を呈する墓境内に長

さ100cm、幅45cm、深さ26cmの掘り込みがある。主軸をN－570－Eにとり両短辺にテラスの付く二

段掘り土壌墓である。このように34号墳においては5基の埋葬施設を検出したが、第3～5号埋

葬施設はいずれもごく小規模な土墳墓であり、34号墳の中心主体は第1、2号埋葬施設の箱式木

棺であろう。規模からいえば第1号埋葬施設の方が大きいのだが、墳丘の中心にはなく、当初か

ら2基を中心に配置することを意図していたものと考えられる。これは32、33号墳にもみられる

ことであるが、前記2墳の埋葬施設に較べて規模、構造とも貧弱であり、副葬品も全く検出され

ていない。34号墳では埋葬施設、墳丘を含めて、出土遺物は全くみられなかった。したがって時

期判定の目安に欠けるが、他の3基の築造時期と大きく懸け離れることはないものと思われる。

第5節　里仁35号墳（挿図51～61、図版17～19、29、30）

里仁35号墳は北東へのびる尾根上にあって、北東側を34号墳と接している。墳頂部の標高は56．

55mで、水田部との比高差40m前後を測る。墳丘は尾根主軸に直交する掘り割りとテラスを設け、

地山を整形して墳丘の大半を形成した後に墳頂部に最大60cmの盛土を施している。墳丘を画する

掘り割りは南西側において顕著で、幅3m、深さ0．6mに及ぶが、北東側では深さ0．15mと不明瞭

であり∴僅かな隆起をもつ34号墳墳頂部へとほぼ水平に続いている（挿図54、図版14）。北西側、

南東側の墳裾線は確実につかむことができず、墳丘側面がそのまま急な斜面となって降っている。

掘り割り底面の高さからすれば標高54m辺が墳裾になると思われるが、本来、北西側、南東側の

墳裾線を明確に形成する意志はなかったものと考えられる。但し、北西側は自然崩落と思われる

幅12．0m、高さ3．1mにわたる崖面が墳頂部まで及んでいる。墳丘の平面形は狭い尾根幅を一杯に

利用しており、長辺18m、短辺13．5m、高さ2．6mを測り、主軸をN－500－Wにとる長方形墳であ

る（挿図52）。主軸方向は、33、34号墳と約100ずれており、34号墳と35号墳の境付近で尾根が僅か

に屈曲するのに制約されたものであろう。墳頂部には長さ9m、幅6mの平担面があり、中央部

oI S＝13　　　10cm

挿図5135号墳墳丘出土土器実測図
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挿図52　35号墳墳丘実測図
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』二二二塾三二二∃m

挿図53　35号墳主体部石棺粘土被覆
状況図

より僅かに北に寄せて埋葬施設が設けられている。35号墳

の埋葬施設は墳頂部中央の1基のみであり、この点、中心

主体が2棺並葬を意図して造られており副次埋葬をもつ他

の3基とは異なっている。主体部の埋葬形態は大型墓域内

に裾えられた組合せ箱式石棺である（挿図56、図版18）。墓

壕は長さ520cm、幅320cm、深さ40cmの長方形墓場の中央部

に長さ267cm、幅130cm、深さ40cmの胴張り長方形の掘り込

みを設け、その中に淡緑灰色を呈する石英安山岩の板石を

用いた組合せ箱式石棺が納められていた。石棺は内法で長

さ180cm、北東側幅40cm、中央部38cm、南西側幅36cmを測り、

敷石から蓋石までの高さは70cm前後を測る。石棺主軸はN

－280－Eをとり、墳丘の主軸より約80北にふれている。両

小口石は掘り方両端の70cmと40cmの掘り込みに埋め立てら

れており、両側石は小口石を挟み込むように各々2枚が中

央付近で重ね合せて立てられている。側石の組み立て順序

は、側石の重なりからして、北西側は南から北、南東側は

北から南へ組んでいったと考えられ、南西側小口石→北西

側長側石→北東側小口石→南東側長側石と時計回りの方向

に組んでいったようである。2段目掘り方と石棺材との間は、黄褐色～赤褐色の土で裏込めされ

側石、上端、外面には目張りの灰緑色粘土がつめられている。蓋石は横長の板石を最初に4枚置

き、板石と板石の間の隙間を塞ぐようにさらに3枚重ねており（挿図55、図版18）、小口石、側石

との継ぎ目から蓋石にかけて、粘土で目張りがなされていた（挿図53）。棺内は2枚の大きな敷石

が敷かれ両小口辺と側石の継ぎ目付近には小型の石片が敷かれ、さらに粘土が張られており、北

東側では粘土表面に赤色顔料の痕跡が残っていた。棺内に流入土はみられなかったが、人骨は全

く遺存していなかった。副葬品としては、頭位と思われる棺内北隅には竪櫛Kl◎2と碧玉製管

玉6、ガラス小玉48が一括しておかれていた（挿図57、図版19）。北西半分の両側石添いには、北

西に長さ67．5cmの鉄剣Fl、南東に長さ82．5cmの鉄剣F2が切先を南西に向けて置かれており、

この近辺に竪櫛K3◎10◎11◎12が散在していた（挿図57、図版19）足位と考えられる南西側に

は、小口石から40cmの中央付近に不明漆膜片があり、この南東側石添いには竪櫛K4◎13が置か

れている。棺内南西端付近には、竪櫛8個体K5～9、14～16が集中して検出され、南東側では

5枚が重なって出土した（挿図57、図版19）。他に、鉄刀子F3と鉄芯棒状木質品F5◎6が検出

されており、棺内土選別作業で粘土中から刀子F4を採集した（挿図59、図版30）。副葬品で注目

されるのは16本にも及ぶ櫛の数であるが、その出土状況も棺内全体に散在的であり、着装を考え

られるようなものはなかった。実用品としての櫛以外の機能◎用途を考えるべきであろう。また、

棺外商西中口外側には蓋石直下に鉄鎌F7と鉄斧F8が副葬されており、これらの鉄製農工具が

棺内副葬遺物とは区別されているのが窮えた。墳丘からは埴輪、茸石等の外表施設は全く検出さ
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1．表土（黒灰色腐植土）
2．暗黄灰色土（しまっている）
3．明褐色土（しまっている）
4．暗褐色土
5．時黄褐色土（白色粒多く、しまっている）
6．暗黄褐色粘質土（しまっている。）

ている）

′クを含む）
しまってい

7．明赤褐色土（白色粒多く、しまっ
8．赤褐色粘質土（黄褐色地山プロッ
9．明黄褐色土（白色粒多し、かたく る）
10．時灰黄褐色土
11．淡い暗褐色土（ややしまっている）
12．明褐色土（しまっている、粒子が細い）
13．明茶褐色土（淡赤褐色ブロック白色粒多し、しまっている）
14．淡赤茶褐色土（白色粒子を含む、かたくしまっている）
15．明赤茶褐色土（白色粒を含む、ややしまっている）
16．淡明茶褐色土（⑫より暗い、粘質を有し、しまっている）
17．明黄褐色土（地山ブロック多く含む、かたくしまっている）
18．淡赤茶褐色土（白色粒を含まない、やや粘性）
19．明赤茶褐色土（白色粒なし、しまっている）
20．明茶褐色土
21．淡黄茶褐色土
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挿図54　35号墳墳丘土層断面図
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挿図55　35号墳主体部石棺蓋石検出状況及び土層断面図
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挿図56　35号墳主体部石棺実測図
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挿図57　35号墳主体部石棺内遣物出土

状況図

挿図58　35号墳主体部棺外遺物出土状況図

れなかったが、墳頂部掘り下げ中に丹塗り壷口緑破片Pol

（挿図51）が出土している。里仁35号墳は今回調査した4

基では最大の規模をもち、立地も最も高い位置にある。土

器類の出土が乏しく、35号項の築造時期は墳丘・埋葬形態・

副葬品等から判断せざるを得ないが、特に副葬品では、竪

櫛は中期古墳に特徴的にみられる遺物であり、剣も剣身が

長く、鎌も曲刃で、管玉も細身を呈することから、古墳時

代中期の所産と考えてよいであろう。

35号境の南西側は古墳を想定し、また、その北側斜面も

発掘調査を行なったが、古墳・遺構等は全く発見されなか

った。古墳群における立地からみて32～34号墳は4基で里

仁古墳群中の小支群を形成するとみてよいであろう。

ー　54　－
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挿図6135号墳主体部石棺出土玉類実測図

遺物番号
挿図番号
図版番号

出土遺構 器　 種

盤 藁

形　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　 法 胎　 土 焼成 色調 備　 考

Po l
51
35号墳 壷 ・口緑 ①29．5復 ハの字に斜め上方に開く口緑で、

端部が少し外反し、口唇部は丸い。
調整不明。内面に丹塗 り。 良好 淡茶褐

色
内面丹
塗り

挿表5　35号墳出土土器観察表

遺物
番号
挿図
番号
図版
番号 種類

最大長
（cm ）
最大幅
（cm ）
最大厚
（cm ）
重　 さ
（g ） 備　　　　　　　　　　　　　　 考

F l 59 3 0 剣 6 7 ．5 3．9 0 ．7 5 49 ．5

刃部長 53 ．3 cm。や や幅広 で断面 レンズ状の剣身 は切 先がふ くらむ。両
関で先細気味 の茎 がつ き、目釘孔 は 1 箇所。刀身 お よび茎 に木質 が残
存 する。

F 2 59 3 0 剣 8 2．5 2．3 0 ．75 5 92 ．0

刃部 長69 ．4 cm。細身 で断面 レンズ状の剣身 は切先 にア クセ ン トが な く
先細 り気味 となる。両 関で中細 気味の茎が つき、 目釘孔 は 2 箇所。 刀
身 お よび茎 に木質 が残存 する。

F 3 59 3 0 刀子 6 ．0 0．9 0 ．2 4 ．0 刃部長 4．5cm の小型の刀子。片関 で茎尻 は栗 尻に近 い。

F 4 59 3 0 刀子 4．4※ 0．75 0 ．2 2 ．5 刃部長 3．5cm の小 型の刀子。斜角片関で茎尻 を欠損 する。切先 は曲が る。

F 5 59 3 0
棒状
鉄 器 3 ．15※ 0．15 － 0 ．2 木 質が残存 してお り、 F 6 同様 木質棒状品の芯 か ？

F 6 59 3 0
棒状
鉄 器 1．65※

0．2
（0 ．5） － 0 ．1 木 質棒状 晶。中心 に鉄芯 が入るが両端 は欠損 する。

F 7 59 3 0 鎌 1 7．2 3．2 0 ．2 5 63 ．5
曲刃鎌 。柄装着部 を刃先 を右 に置いた場合上 に折 り曲げる。柄 は刃部
に対 しほぼ直角 につけ られた もの と考 えられ る。

F 8 59 3 0 斧 10．0 4．4 2 ．7 13 7．0
刃部 がやや広が る小型 の手 斧。袋部 は折 り曲げてつ くられてい るが合

せ 目は不明瞭。鍛造 である。

挿表6　35号墳主体部出土鉄器一覧表（※は存残債）

－　57　－



遺 物

番号

結 縛 部

長　 さ
幅 厚　 さ 備　　　　　 考

遺 物

番 号

結 縛 部

長　 さ
幅 厚　 さ 備　　　　　 考

1 4 ．4 4 ．9 0 ．3 攣 曲結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。 9 3 ．8 4 ．6 0 ．3 攣 曲 結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。

0 ．2 5 漆 や や 薄 い。 遺 存 状 態 や や 良 。 0 ．3 漆 が 厚 く。 遣 存 状 態 良好 。 26 歯

2 3 ．8 4 ．6 0 ．3 攣 曲結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。 10 2 ．1 2 ．0 0 二2 攣 曲 結 歯 式 。 結 縛 部 漆 の み 残 存

0 ．3 漆 薄 い。 遣 存 状 態 不 良 。 0 ．25 良 。遺 存 状 態 良 。

3 4 ．3 ※ 2 ．3 0 ．25 攣 曲結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。 1 1 2 ．0 1 ．9 0 ．2 攣 曲 結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。

0 ．3 漆 が や や 厚 い が半 分 を 欠 損 し破

損 著 し い。 遺 存 状 態 不 良 。
0 ．2 遺 存状 態 不 良 。

4 4 ．0 4 ．5 0 ．2 攣 曲結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。 1 2 1 ．9 1 ．8 0 ．2 攣 曲 結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。

0 ．3 漆 が 厚 く遺 存 状 態 良好 。 32 歯 0 ．2 遺 存状 態 不 良 。

5 4 ．1 4 ．1 0 ．3 攣 曲結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。 1 3 2 ．1 2 ．0 0 ．2 攣 曲 結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。

0 ．4 漆 が やや 薄 い。遺 存 状 態 や や 良 。 0 ．2 遠 存 状 態 良 。

6 4 ．2 4 ．3 0 ．3 攣 曲結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。 1 4 1 ．9 1 ．9 0 ．2 攣 曲 結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。

0 ．2 漆 が厚 く。 遺 存 状 態 や や 良 。 0 ．2 遺 存 状 態 不 良 。

7 4 ．05 5 ．0 0 ．1 攣 曲結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。 1 5 1 ．8 1 ．9 0 ．2 攣 曲 結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。

0 ．3 漆 が薄 い 。遺 存 状 態 不 良 。 0 ．2 遺 存 状 態 良 。

8 4 ．0 4 ．7 0 ．3 攣 曲結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。 16 1 ．9 1 ．9 ’0 ．1 5 攣 曲 結 歯 式 。結 縛 部 漆 の み残 存 。

0 ．3 漆 が 厚 く。遺 存状 態 良 好 。 0 ．2 遺 存 状 態 不 良 。

挿表7　35号墳主体部石棺出土竪櫛一覧表（※は残存値）

番号 種奨 長 さ 径 孔 径 色　　　 調 材　　 質 番号 種類 長 さ 径 孔径 色　　　 調 材　　 質

J l 小玉 0．3 75 0 ．47 0．2 淡青色、透明 ガ　 ラ　 ス J 3 1 小玉 0．35 5 0．4 7 0 ．1 3 青 色、透明 ガ　 ラ　 ス

J 2 小玉 0．3 0 ．51 0．2 淡青色、透明 ガ　 ラ　 ス J 3 2 小玉 0．37 0．4 05 0 ．2 青色、半透明 ガ　 ラ　 ス

J 3 小玉 0 ．3 75 0 ．43 0．1 8 青色、透明 ガ　 ラ　 ス J 3 3 小玉 0．36 5 0．5 4 0 ．2 3 青色、半透明 ガ　 ラ　 ス

J 4 小玉 0 ．4 5 0．51 5 0 ．2 6 青色 、半透 明 ガ　 ラ　 ス J 3 4 小玉 0．3 0．5 45 0 ．16 薄青色、透明 ガ　 ラ　 ス

J 5 小 玉 0 ．3 0 ．5 0．1 9 濃青色 ガ　 ラ　 ス J 35 小玉 0．3 1 0 ．4 8 0 ．2 淡青色、半透明 ガ　 ラ　 ス

J 6 小 玉 0 ．2 5 0．53 0．1 5 青色， 透明 ガ　 ラ　 ス J 36 小玉 0．2 0 ．4 1 0．1 青色、半透明 ガ　 ラ　 ス

J 7 小 玉 0 ．2 9 0．52 0 ．2 2 青色 、透明 ガ　 ラ　 ス J 37 小玉 0．2 4 0 ．4 65 0．2 濃青色、半透明 ガ　 ラ　 ス

J 8 小 玉 0 ．4 8 0．42 0 ．1 5 青色、透明 ガ　 ラ　 ス J 38 小玉 0．4 7 0 ．4 8 0．15 青色、透明 ガ　 ラ　 ス

J 9 小 玉 0 ．4 1 5 0．42 5 0 ．14 淡青 色、透明 ガ　 ラ　 ス J 39 小玉 0．2 8 0 ．4 5 り・14 5 暗青色 ガ　 ラ　 ス

J lO 小 玉 0 ．4 2 0．48 0．17 青色、透明 ガ　 ラ　 ス J 40 小玉 0 ．19 0 ．3 8 5 0．16 淡緑黄色 ガ　 ラ　 ス

J l l 小 玉 0 ．4 6 0．39 5 0 ．15 青色、半透明 ガ　 ラ　 ス J 4 1 小 玉 0 ．2 7 0 ．4 2 5 0．20 5 淡青色、透 明 ガ　 ラ　 ス

J 12 小 玉 0 ．3 0．37 0．0 8 青色、半透明 ガ　 ラ　 ス J 42 小 玉 0 ．3 5 0．4 6 0．18 青色 ガ　 ラ　 ス

J 13 小 玉 0 ．17 0．4 1 0 ．1 9 淡青色、透明 ガ　 ラ　 ス J 43 小 玉 0 ．4 0 5 0 ．3 9 0．14 青色、透明 ガ　 ラ　 ス

J 14 小玉 0 ．35 0．4 0 ．12 濃青色、半透明 ガ　 ラ　 ス J 44 小 玉 0．2 0．36 0．15 5 青色、透 明 ガ　 ラ　 ス

J 1 5 小玉 0 ．24 0．4 9 0 ．17 青色、透明 ガ　 ラ　 ス J 4 5 小玉 0．3 9 0．4 7 0．1 95 青色、半 透明 ガ　 ラ　 ス′

J 1 6 小玉 0．17 0．3 5 5 0 ．17 淡青色、半透明 ガ　 ラ　 ス J 4 6 小玉 0．37 0．48 0．1 65 濃青色 ガ　 ラ　 ス

J 1 7 小玉 0．42 0 ．4 8 0．24 青色、半透明 ガ　 ラ　 ス J 4 7 小玉 0 ．3 3 5 0．37 0 ．1 3 濃青色 、透明 ガ　 ラ　 ス

J 18 小玉 0．23 5 0 ．4 9 5 0．16 5 青色、半透明 ガ　 ラ　 ス J 4 8 小玉 0．37 0．4 05 0 ．1 65 青色 、半透明 ガ　 ラ　 ス

J 19 小玉 0．36 5 0 ．5 6 0．12 青色、半透明 ガ　 ラ　 ス J 4 9 管玉 2．58 0．4 6 0 ．2 2 淡緑 灰色 碧　　　 玉

J 2 0 小玉 0．2 5 0 ．4 5 5 0．1 5 淡青色、透明 ガ　 ラ　 ス

J 50 管玉 1．8 2 0 ．4 9 0 ．2 3

0 ．18 5

淡緑灰色 碧　　　 玉J 21 小玉 0．42 5 0 ．4 5 0．18 濃青色 ガ　 ラ　 ス

J 22 小玉 0．2 4 0．44 0．1 8 青色、透明 ガ　 ラ　 ス

J 23 小玉 0．3 5 0．45 0．1 4 青色 、透明 ガ　 ラ　 ス J 51 管玉 2．29 0 ．42 0 ．19 5

0 ．21

淡緑灰色 碧　　　 玉

J 24 小玉 0 ．2 4 0．39 0．1 7 青色 、透明 ガ　 ラ　 ス

J 25 小玉 0 ．2 3 0．45 0．1 3 淡青色 、半透明 ガ　 ラ　 ス J 52 管 玉 3 ．18 0 ．4 2 0．28

0．29

濃緑色 碧　　　 玉

J 26 小 玉 0 ．2 8 5 0．43 0 ．1 6 淡青色 、半透明 ガ　 ラ　 ス

J 2 7 小玉 0 ．2 4 5 0．39 5 0 ．15 青色、透明 ザ　 ラ　 ス J 53 管 玉 3 ．0 3 0 ．49 0．29

0．25

濃緑色 碧　　　 玉

J 2 8 小玉 0 ．2 0．36 0．14 青色、透明 ガ　 ラ　 ス

J 2 9 小玉 0．22 0．36 0 ．11 5 青色、透明 ガ　 ラ　 ス J 54 管 玉 淡緑灰色 碧　　　 玉

J 3 0 小玉 0．46 0．4 3 0 ．15 暗青色 ガ　 ラ　 ス

挿表8　35号墳主体部石棺出土玉類一覧表

－　58　－



第6節　古墳以外の遺構

1　第1号木棺墓（挿図62、図版13）

33号墳の東約2m、標高50m付近に位置し、南側を第1号集石遺構によって切られる。長さ275

cm、幅175cmの隅丸長方形を呈する2段に掘り込まれた墓壕をもつ。2段目の墓壕は北東側が膨ら

む長方形を呈し、上線で長さ178cm、幅42cmを測る。深さは北西側検出面から91cmを測り、2段目

の墓壕は30cm前後の深さをもつ。床面は平担である。南西側小口部で板状の石（石英安山岩質板

状安山岩）、自然石（アプライト）が出土した。

1．黒褐色土（撹乱）
2．暗茶褐色粘質土
3．暗茶褐色粘質土（淡赤黄褐色
地山ブロックを含む）
4．褐色土
5．暗褐色土
6．暗茶褐色土（黄褐色地山ブロ
ックを含む）

挿図62　第1号木棺墓実測図
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2　第1号集石遺構（挿図63、図版20、31）

第1号集石遺構は33号墳の南東約2m、標高50m付近にあり、第2号集石遺構の17m南東、第

3号集石遺構の11m南に位置する。第1号木棺墓を切って掘り込まれる土壌の中に大小10数個の

石が落ち込んでいた。土壌は隅丸長方形を呈し、主軸をN－170－Wにとる。その規模は上線部で

長さ92cm、幅63cm、深さ35cmを測る。出土遺物は土師質の杯6個体（Pol～6）である。床面上

でPol～3、Po6、床面より10cm程浮いてPo4◎　5が出土した。中世墓と思われる。

hI
I

E
C⊃
C⊃

CD
寸

E
C⊃
C⊃

Cn
寸

ロコ

血
腰
制

④

R）5

挿図63　第1号集石遺構及び出土土器実測図
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1．灰褐色土
2．灰茶褐色土（炭を少量含む）
3．灰橙色土（ややしまる）

1．暗灰橙褐色土（しまりがわるい）
2．淡橙灰褐色土
3．淡明黄褐色土

E

C⊃
［－・

†・．」

lJつ

（工l

＞

こ一子‾：＿‾

、饗
伝
と

挿図鋼　第2号（止）◎第3号（下）集石遺構実測図
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3　第2号集石遺構（挿図64、図版20）

第2号集石遺構は32号墳の南西側墳丘斜面に位置する。北側部が崩れ落ちるが、調査時におい

て約40個の大小の石が馬蹄形状に残っていた。ほとんどが山石で河原石は数個混ずるのみである。

石を囲む様に上線部で長さ93cm（残存）、幅124cm、深さが45cmの土壌が検出された。埋土は第2

層が炭を少量含む。遺物は全く出土しなかった。中世墓であろうか。

4　第3号集石遺構（挿図64、図版20）

第3号集石遺構は32号墳の南東側墳丘斜面の墳頂部からやや下る辺りに位置する。大小5個の

石が集まる。石を囲む様にいびつな楕円形を呈する土壌が検出された。上線部で長軸100cm、短軸

74cmを測り、底面に向ってすぼまってゆく。底面までの深さは最大80cmを測る。埋土は全体的に

しまりが悪い。遺物は全く出土しなかった。中世墓であろうか。

第7節　遺構外出土遺物（挿図65）

調査区内において堆積土中で古墳

その他の遺構に伴なわない遺物が若

干ではあるが出土した。須恵器片3

点（Pol～3）、弥生土器の底部と思

われるもの（Po4）、土師器塔底部

（Po5）である。Polは外面にタタ

キ目をもつ。P02は外面に同心円状

のカキ目をもつことからみて捏瓶で

あろうか。P03は底面に糸切り痕を

もつ杯である。P05は底面に回転糸

切り痕をもつ。

Iも2

＼、＿　　　ヒー1－1－－三二プン 一一、＝＝二二∈＝フ

R）3

0　S＝13　5cm

l l　　　　　［

挿図65　遺構外出土遣物実測図

遺物番号
挿図番号
図版番号

出土遺構 器　 種

籠 差

形　　　　　　　　 態 手　　　　　　　　 法 胎　 土 焼成 色調 備　 考

P o l 第 1 号集 土師器坪 軌 4 平 らな底部から極わずか攣曲気味 底部外面に回転糸切 り痕がわずかに 精良。 良好 淡黄灰

63
31

石遺構 に外傾 して立 ち上がり口緑端部に
至 る。口緑端部は丸 くおさめる。

残る。他の部分は回転 ヨコナチ。 少砂粒
を含む。

褐色

P o 2 第 1 号集 土師器土不 （9 12．0 ややいびつな平底から外傾 して立 底部外面 は剥離 して不明だが糸切 り 良。砂 やや不
良

淡黄茶

63 石遺構 ②3．7 ち上が り、口緑端部に至る。 口緑 をしたもの と思われる。他の部分は 粒を多 褐色
31 ③ 6 ．1 端部はP o l よりわずかに肥厚し丸

くお さめる。

回転 ヨコナデ。 く含む。

P o 3
63
3 1

第 1号集
石遺構

土師器塔 （D 7 ．0
② 1．8
③ 4 ．2

小型の坪。平らな底部 から外傾 し

て立ち上が り口緑端部に至る。 口
緑端部は尖 り気味。底部内面は高
くなる。

底部外面 に静止糸切 り痕がわずかに
残 る。他の部分 は回転 ヨコナデ。

精良。
砂粒 を
含む。

良好 淡黄褐
色

P o 4 第 1 号集 土師器坪 （9 7 ．5 小型の坪。平 らな底部から外傾 し 底部外面は刺離 して不明だが、糸切 精良。 良好 淡黄褐

63 石遺構 ②2 ．2 て立 ち上がり口緑端部に至 る。口 りをしたもの と思われる。他の部分 砂粒を 色
31 ③ 4 ．4 緑端部はP 0 3 より肥厚 し丸 くおさ

める。底部内面は高 くなる。

は回転 ヨコナデ。 含む。

P o 5
63
31

第 1 号集
石遺構

土師器杯 （9 7 ．4
②2 ．5
③ 4 ．4

小型の塔。平 らな底部から外傾 し
て立ち上が り口緑端部に至 る。口
緑端部 はP 0 3 より肥厚 し丸 くおさ

める。

底部外面は静止糸切 り痕が残る。他

の部分 は回転 ヨコナデ。

精良。
砂粒を
含む。

良好 淡黄褐
色

P o 6

63
31

第 1 号集
石遺構

土師器ま不 享子IJ

③ 4．2

小型の塔。平 らなやや腰高 な底部

から外傾 して立ち上が り、口緑端
部に至る。口緑端部 は尖 り気味。

底部外面は静止糸切 り痕が残る。他
の部分 は回転 ヨコナデ。

砂粒を
多 く含
む。

良好 淡黄褐
色

P o l

65

遺構外 須恵器片 外面にタタキ目。内面 は剥離が激し

い為不明。

精良 良好 外面は淡青灰色。

内面は淡灰褐色。

P o 2
65

退構外 須恵器片
掟瓶

外面にカキ目。内面は回転 ヨコナデ。精良 良好 外面は青灰色。内
面 は淡白灰色。

P o 3 遺構外 須恵器皿 駄 漂 平らな底部から大 きく外傾して立 外面底部 に糸切 り痕が残る。 その部 精良 良好 青灰色

65 ち上がる。 分 は回転 ヨコナァ。

P o 4
65

遺構外 弥生土器 駄 浣 平底。 調整不明 精良 良好 淡黄褐色

淡黄茶褐色P o 5
65
遺構外 土師器坪 ②1 ．1残

③4 ．7
平底。 底部外面 に回転 糸切 り痕残る。 精良 やや不

良

挿表9　集石遺構◎遺構外出土土器観察表
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挿図66　調査区全体図



第4章　遺構と遺物の検討

里仁古墳群のうち32～35号墳の4基は新発見の古墳であり、調査の結果、保存のよい典型的な

中期様相をもつ古墳の姿が浮びあがってきた。本章では里仁古墳群の遺構と遺物について若干の

検討を加え、呈仁古墳群の歴史的位置を模索してまとめとしておく。

第1節　墳丘◎埋葬施設について

1．墳丘

調査を行なった32～35号墳はいずれも1辺14～18mの方形墳であった。近年の墳丘全体におけ

る面的な調査によって方墳の数はかなり増えてはいるが、円墳に比べて稀少な存在ではある。そ

の数少ない類例をみると、古墳時代前◎中期以前の古墳が殆どであって、呈仁古墳群のように舌

状丘陵尾根主軸に直交して掘り割りを掘削し、墳丘の大部分を地山整形によって形成するもので

ある。これは、弥生時代の方形台状墓以来の方形墳丘の伝統を受けつぐものと考えられる。里仁

周辺では舶載鏡二面を出土した桂見2号境が1辺28mの方墳で、1号墳も1辺22mの方墳であり、
註1

庄内～布留初頭に併行する時期の築造とされている。他には湖山池南西岸吉岡周辺の丘陵尾根上
註2

に並ぶ小規模方形墳墓の存在が確認されている。湖山池周辺には古相の古墳が集中しており、方

系墳の類例は今後も増加するものと思われる。

2。埋葬施設

埋葬施設としては箱式石棺、箱式木棺、埴輪棺、土壌墓が検出された。

箱式石棺　灰緑色を呈する石英板状安山岩を用いており、板石を縦長に用いて深く埋め立てた

小口石を両側石で挟み込む通有の形態であった。棺底には板石を敷き、石材の合せ目等には粘土

で目張りをした丁寧な造りである。32、35号墳の中心主体となっており、32号墳では2棺が1墓

場内に計画的に納められていたのが注目される。

箱式木棺　棺材痕跡が確認できたのは34号墳の2基だけであるが、墓壕の形状等から木棺を直

葬したと考えられる土壌が5基検出された。これらを推定しうる木棺の構造から分類すると、

I類　深い小口穴を伴い、基本的に箱式石棺と同じ構造の木棺……34号墳第1◎2号埋葬施設

II類　片側に浅い小口穴を伴い、外小口となる長大な木棺…………33号墳第1号埋葬施設

III類　小口穴をもたない小規模な木棺……………………33号墳第2号埋葬施設、第1号木棺墓

に分けられる。I類では34号墳第1号埋葬施設が木棺（木榔）内に土壌があり、特異な構造とな

るが、小規模な埋葬施設で出土遺物はみられなかった。H類は長さ480cm、幅55cmの長大な組合せ

箱式木棺で、墓境南短壁が外側へ張り出しており、ここに小口板をはめ込む外小口構造を想定し
註3

た。外小口となる棺構造の類例としては西山5号墳など倉吉市の3例が知られるが、これらは小

口部に板石を立てているものであり、西山例は割竹形木棺と考えられるなど棺構造自体は異って

いる。今後、この形態の類例を待ちたい。III類は木棺を納めたと考えられる土壌であり、壕底に

掘り込んだ小口穴や側板痕跡がみられないことから、I類の石棺構造を模した箱式木棺とは異っ

た組合せ木棺が推定される。

埴輪棺　32号墳第3号埋葬施設、33号墳第3◎4号埋葬施設が埴輪を用いた埋葬施設であるが、
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33号墳の2基は墓壕に納めた遺体を覆うように埴輪片をかぶせたものであり、厳密には埴輪棺と

はいえないものである。弥生土器、土師器を縦割りにした同形態の埋葬施設はいくつかみられる

が、埴輪を用いたものとしては当地域において初見となる。33号墳第3号埋葬施設でみると墓境

内の東端においた埴輪片を枕として遺体を納めた上に、他古墳から移した基部を欠損する（鰭付）

円筒埴輪6個以上を縦害柏にして、おおいかぶせている。埴輪片で蓋をしたというのが正しい表

現であるかもしれない。32号墳第3号埋葬施設は特異な壷円筒埴輪（後述）を棺本体とする単棺

構造であり、両端、胴部透し孔を他の円筒埴輪と朝顔形円筒埴輪◎塊石で塞いでいる。典型的な
註4

埴輪棺といえるであろう。現在、県内では円筒埴輪棺が25例知られており、今後も類例は増える

ものと思われる。埴輪棺は本来従属的な埋葬施設であり、周溝内、墳丘端あるいは前方後円墳で

いえば前方部に設けられるのが普通とされるが、32号墳第3号埋葬施設は中心主体でこそないが

墳頂部に位置している。鳥取市津ノ井の生山42号墳では埴輪棺が円墳（径8m）の中心主体とな
註5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註6

っている例があるが、全国的にみても奈良県近内7号墳2号棺例を初め数例しかなく、墳頂第2

次埋葬施設である本例も含めて特例といえるだろう。注目すべきは、これらの墳頂部埴輪棺埋葬

施設の多くが、円筒埴輪の転用でなく、棺体として用いることを意図して作られた円筒棺である

ことで、32号墳第3号埋葬施設Polも、同様な意図で造られた可能性を示唆するものであろう。

註1平川誠、船井武彦氏の御教示による。

註2　『葦岡長者古墳発掘調査報告書』明日の湖南を考える会。1984年

註3　真田康幸、森下哲哉氏御教示による。

註4　寺西健一編『特別展　はにわ』鳥取県立博物館1984年

註5　中野知照氏御教示による。

註6　橋本博文「円筒棺と埴輪棺」『古代探叢』1979年

第2節　遺物について

古墳、集石、木棺墓の調査を通して鉄器、玉類、土師器、埴輪等の出土遺物を多数検出した。

本節ではこの中で特に注目される、竪櫛、鋳造鉄斧、埴輪について若干の検討を加えておく。

1　竪楠（挿図12、60　図版21、29）

32号墳第1号埋葬施設第1号石棺で18個以上、35号墳主体部石棺からは16個が出土した。竪櫛

は串状に削った竹ひごを必要な本数をそろえて中央を糸でかがり、そこを中心にしてU字状に攣

曲させ、横糸でかがった上部を0．8～2cmの幅でまきかためて、黒漆を塗っており、所謂「結歯式」
註1

の竪櫛である。結縛部漆膜のみが残存しており、歯部を欠損するが完形例等をみると結縛部に対

して歯部が2倍くらいの長い歯がつくものとされる。本古墳群出土の竪櫛は結縛部幅2cm前後の

小型の個体（歯数16前後）、と幅4．5～5cm前後の大型品（歯数40前後）に分けられ、それぞれ歯

を含めた推定復原長は6cmと12cm前後と思われる。竪櫛の用途は、髪をくしけずる「杭櫛」では

なくて「髪留め」あるいは「飾櫛」であったといわれ、人物埴輪（女子）の頭部前額に1個の櫛

をさしている表現が多く確認されている。羽合町長瀬高浜1号墳第1号埋葬施設（箱式石棺）に
註2

埋葬された女性人骨（25～40才）前額部で検出された竪櫛が装着状態を示すと思われるのは、こ

れを証明するものであり、髪留めなどの実用としては1～数個で足りたものと思われる。ところ

が、本調査では1石棺から16～18個の竪櫛が出土しており、岡山県金蔵山古墳からは40個以上が
註3

出土した例もある。県内出土例（挿表10）をみても、倉吉市屋喜山9号墳で11個以上出土した例
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‰ 古　 墳　 名 所　 在　 地 墳形 e規模 出　 土　 遺　 構
櫛

（人骨）伴出遺物
点　 数 大きさ（結縛部幅） 備　　　　　 考

1 土下狼谷古墳
東伯郡北条町土
下字狼谷

円墳　 径21m 箱式石棺（A 棺） 2
小型
（2 cm前後）

竹ひご10本 （男性）
勾玉。管玉。直刀

2 古郡家 1 号墳
鳥取市古郡家字 前方後円墳 箱式石棺

4
中～大型

頭部付近で出土

（男性）土師器（壷）
鏡e短甲e鉄剣e鉄鉱0

上ノ山 全長90m （3号棺） （3．5～ 4 cm） 賂e刀子e針e錐状鉄
器

3 湯 山　 6　号 墳
岩美郡福部村湯
山芋宮ノ前

円墳　 径13m 箱式石棺 1
小型
（推定 2 cm）

側壁際に置かれた直
刀身に付着

土師器（器台）直刀e
胃e短甲e棺外より鉄
鉄。土師器

4 長瀬高浜 1号墳
東伯郡羽合町長

円墳　 径24m 箱式石棺 1 小型 （1．2cm）

人骨頭蓋骨前頭部に
付着しており装着状 （女性）土師器 （高

瀬字南浜 （第 1埋葬） 態を推定させる。竹
ひご6本

杯）e直刀

5 屋喜山 9 号墳
倉吉市和田字屋
喜山 円墳　 径20m 箱式石棺 11

大型5
（4／、5 cm）
小型 6
（2 cm前後）

大（5 ）竹ひご20本
小（6 ）竹ひご8本
大型の竪櫛の中軸に
柄がつく

（男性か）
勾玉e管玉eガラス小
玉e丸玉・鉄剣e鹿角
装刀子

6 六部山38号墳
鳥取市久末字長

円墳径15m 程 箱式石棺 2
中～大型 撹乱土中出土 （なし）

谷 （3．5～4．5cm）竹ひご14～16本 鉄剣。刀子

7 里 仁 32 号 墳
鳥取市里仁字岩
谷大桶字村土居 方墳一辺14m

箱式石棺
（第 1埋葬 2 号
石棺）

18以上
小型
（2 cm前後）

石棺南東隅でかたま

って出土？
竹ひご8本前後

なし

8 呈 仁 35 号 墳
鳥取市字岩ケ谷
大桶字村土居 方墳一辺18m 箱式石棺 16

大型 9
（4．5／、5 cm
前後）
小型 7
（2 cm前後）

石棺内に散在する。
大竹ひご20本前後
小竹ひご8本前後

（なし）
管玉eガラス小玉e鉄
剣e刀子

挿表10　鳥取県内竪櫛出土地名表（埋文センター野田久男氏作製地各表に加筆）
註4

があり出土本数が少ないものでも出土状況等から装着が考えられない例は多い。里仁35号墳も石

棺内に散在する出土状況（挿図57）からは全部が装着されていたとは考えられない。従来、竪櫛
註5

の副葬には単なる実用品◎貴重品として納める以上に呪術的な意味あいがあるとされており、そ

ういった性格も考えねばならないであろう。

2　鋳造鉄斧（挿図39、図版26）

里仁33号墳では、多彩な鉄製武器、農工具類を検出したが、北東側掘り割り、及び北西側墳裾

から鋳造鉄斧2点が出土した。鋳造鉄斧は2点とも袋部（豊）の一部を欠損しており、F29が残

存長10・5cm、F30が残存長13・3cmを測り、F30がやや大きく、遺存状態も良い。鉄製品が鋳造品

であるか鍛造品であるかは化学分析あるいは外形的特徴などから判断される。F29、30は木柄を

装入する袋部の横断面が明瞭な稜をもつ梯形を呈し、鍛造鉄斧の袋部のように折り返しの合せ目

がみられず、側面形は楔形で側面～刃部にかけて鋳型の合せ目の「こうぼり」が残っている。鉄錆

の状況も鍛造品に比べれば少なく、層状の剥離もみられない○むしろ、F29では鋳造品特有のヒ

ビ割れが顕著であり、これらの諸特徴は鋳造鉄斧の特徴と一致しており、形態、大きさも三国時

代の朝鮮半島、日本国内出土の鋳造鉄斧に酷似している○しかしながら、これらの特徴はともす

れば主観的になりやすいものであり、最終的に鋳造品であるという断定と産地同定などは現在、

奈良国立文化財研究所保存処理室に依頼している化学分析の結果を待ちたいと思う。とりあえず

外形的特徴からF29◎30を鋳造鉄斧であると仮定して考えると、山陰地方では初めての出土であ
註6

り、弥生、古墳時代において、韓国◎日本合わせてみても約60遺跡出土例にすぎないという。しだ

がって鍛造鉄斧に比べて稀少価値のある晶ではあるが、33号墳では掘り害拘及び墳裾から廃棄を

思わせる状況で出土している。古墳時代の鋳造鉄斧は古墳から出土したものが殆どであるが、そ
註7　　　　　　　註8

の出土状況には旦仁33号墳とよく似た例が多く、岡山県殿山8号墳（周構内）、福岡県炭焼3号墳
註9　　　　　　　　　　註10

（周港内）、広島県地蔵堂山1号墳（土壌上線）、奈良県兵家6号墳（竪穴式石室上）などのよう

－　65　－



な特異な出土状況を示しており、副葬されていたとしても他の副葬品とは区別された扱いを受け

ている。これは、1つには鋳造鉄斧が刃部の脱炭処理等を施さなければ靭性において鍛造品に著
註11

しく劣っており、脆いという点から破損の可能性が高く、実用的でなかったためとも考えられる

が、元々壊れていたものであれば古墳まで持ち運ぶ必要もなく、古墳祭式の中で使用され、欠損
註12

したため廃棄された可能性も考えられるのではなかろうか。鋳造鉄斧盛行の時期についてみる
註13

と、里仁33号境で出土した所謂「鋳造梯形鉄斧」としては福岡県炭焼3号墳出土例が最も古く4

世紀後半まで滞るとされており、主に5世紀代の古墳から出土していることから、本古墳群の推

定築造時期と合致している。

3　埴輪

32、33号墳から普通円筒埴輪（以下円筒埴輪）、鰭付円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪、壷円筒埴輪、

壷形埴輪、家形埴輪が出土している。出土状況からみると32号墳の埴輪棺に用いられた個体は、

墳丘に樹立されていた円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪、壷形埴輪とは異るようであり、33号墳は墳丘

に埴輪を立て並べた形跡がみられず、埴輪棺に用いた個体は他から転用されたものと思われる。

以下、各埴輪について概略をまとめておく。

○鰭付◎円筒埴輪　埴輪棺に用いられた個体には、普通円筒と鰭付円筒があるが、32号墳掘り割

り出土の個体には鰭付はみられない。円筒埴輪についてみると、高さは60cm前後と推定され、径は30

～35cm前後でやや差異がみられる。全体を知り得る個体はみいだせないが、破片を集めて全体を

窮うと3条凸帯3段で口緑部も凸帯状を呈す。透し孔は第1段に半円があり、第2◎4段に逆三角

形、縦位長方形がみられる。外面調整は第1段がタテパケのみで、第2段以上はタテパケ後ヨコ
註14

パケを施しているが（図版31◎回）、33号墳第3号埋葬施設出土埴輪にはタテパケ後のヨコパケ

20cm

挿図67　里仁2号墳出土鰭付円筒埴輪実測図（鳥取県立博物館蔵）
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を施さない個体もある（図版3巨回）。内面はナナメヨコパケの後、凸帯裏面などにナデを施し

てパケメが消されている。鰭付円筒埴輪は33号墳の第3◎4号埋葬施設に用いられた個体である
註15

が、消滅した里仁2号墳でもかつて鰭付円筒埴輪が出土しており（挿図67）、呈仁古墳群は、山陰

で唯一鰭付円筒埴輪を出土する古墳群である。鰭付円筒埴輪の形態、調整等は鰭の付かない円筒

埴輪と殆ど同じであるが、透し孔に正方形に近いものがある（挿図17、Po2）。鰭部は円筒埴輪

が調整、凸帯貼り付けを終えて完成した後に、器壁に2条の沈線を入れ凸帯を切り欠いて、第1

凸帯～口緑部にわたって板状の鰭部を貼りつけ、両側に粘土を補填し、その上からヨコ及びナナ

メ方向にパケメを施している（図版31◎回）。Poll（挿図19）は普通円筒埴輪として実測したが、

器壁が薄いなど他の円筒埴輪と様相が異っており、楕円形円筒埴輪の可能性を示摘しておく。

○童形埴輪　32号墳墳丘掘り割り中から壷形埴輪片を多数検出した。全体を復原できた個体はな

かったが、胎土◎色調◎出土状況からみて同一個体と思われる破片を用いて復原したのがPo21で

ある（挿図22、図版23）。推定器高57cmで、底径12．4cmの有孔筒状の底部からハの字状に斜め上方

に開き、肩の張る胴部に径12cm前後の筒状の頸部が続き、口径29cmまでラッパ状に開く口緑部は

下端に明瞭な稜をもつが、朝顔形埴輪のような凸帯は貼り付けられない。朝顔形埴輪と比べて口
註16

頸部の器壁が薄いのも特徴といえる。県内での壷形埴輪の出土例としては倉吉市小林1号填、高
註17　　　　　　　註18

鼻2号填、向山309号墳で美作地域との交流を想定させる壷形埴輪を出土しており、小林1号墳
註19

や名和町釈迦堂古墳＼出土の朝顔形円筒埴輪も系譜的にはこの壷形埴輪に関係する存在であろう。
註20

他には東郷池周辺の馬の山4号填、14号填、北山1号墳でも壷形埴輪が出土しているといわれる

が詳細は不明である。これら倉吉周辺の壷形埴輪と里仁32号境の壷形埴輪は形態などからは直接
註21

的に連がるものではないが、両者の築造時期の差を勘案すれば、墳丘に仮器としての壷を並べる

という認識が長く受け継がれていることが窮える。
註22

0壷円筒埴輪　32号墳第3号埋葬施設埴輪棺本体に用いられていた個体であり、鰭付円筒埴輪に

壷形埴輪が結合していれば、「鰭付朝顔形円筒埴輪」なのであるが、本例はその壷部口緑がラッ

パ状に開く複合口緑を呈さず、屈曲部から短く内傾して立ちあがり、端部が平担面をなす所謂「山

陰的」な複合口緑土師器壷形土器の形態をみせている。これは器台と壷の結合体である朝顔形円
ヽ　ヽ　ヽ

筒埴輪がその結合体としての性格を抽象化され、定型化したかたちとして当地にもたらされたの

でなく、壷と器台の結合という本来の意味を失っていないがために生れた形態と考えられる。先

述した32号墳墳丘には円筒埴輪と壷形埴輪がセットで樹立されていたと思われる事実も、これを

裏付けている。加えて、里仁古墳群の埴輪は古式の埴輪の様相をよく残し、鰭付円筒の存在など、

畿内的に洗練された様相が強いが、Polは在地で生産されたことは明らかで、他の個体も在地産

と考えることができる。この意味で、定型化した朝顔形円筒埴輪と区別するため「壷円筒埴輪」

と仮称した。広義においては両者は同じものと考えてよいであろう。次にPolは埴輪棺として用

いるために造られたか否かが問題となる。埴輪棺として製作したのであれば鰭部をつける必要は

ないとも考えられるが、山陰地方には、当該期の埴輪棺と並ぶ土器棺葬として土師器壷形土器を
註23

用いた壷棺が多くみられる。Polの壷部が「山陰型」の壷形態をとっているのは壷棺葬としての

意識の表象と考えることもできよう。
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○家形埴輪（挿図24、Po30、図版22）32号墳南西側掘り割り底において検出された。家形埴輪は

古墳における埴輪祭式の中で重要な位置を占るといわれ、本来墳頂部におかれるものであるにも
ノ

かかわらず、Po30は転落した様子もなく、掘り割り底におかれたものである。しかも削平された痕

跡がないにもかかわらず上半部を欠失し、周辺に家形埴輪上屋部の破片がみられないのは、風化

が著しいことと併せて、墳頂部におかれていたものが風化して欠損した後、掘割り内に2次的移

動をしたものと考えざるをえない。その目的は不明であるが、埋葬施設として転用された可能性

もあるであろう。

註1山形県漆山古墳出土例は全長約9．6mになるという。亀井正道他『日本の考古学』V1966年
註2　『長瀬高浜遺跡発掘調査報告書Ⅴ』鳥取県教育文化財団1983年
註3　西谷真治他『金蔵山古墳』倉敷考古館1959年
註4　森下哲哉『屋喜山9号墳発掘調査報告書」『四王寺地域遺跡群遺跡詳細分布調査報告書』倉吉市教育委員会1982年
註5　大場磐雄「櫛私考」『古代研究』11950年
註6　柳沢一男氏の御教示によるが、類例はその後も増加しているとのことである。
註7　平井勝　「鋳造鉄斧」『殿山遺跡、殿山古墳群」岡山県教育委員会1982年
註8　柳田康雄他『炭焼古墳群』福岡県教育委員会1968年
註9　松村昌彦「地蔵堂山古墳群」『高陽新住宅市街地開発事業地内埋蔵文化財発掘調査報告』広島県教育委員会1977年
註10　伊藤勇輔他『兵家古墳群』奈良県立橿原考古学研究所1978年
註11大澤正己「馬場山遺跡出土の鋳造鉄斧の分析調査」『馬場山遺跡』北九州市教育委員会1980年
註12　鋳造鉄斧の性格については、かつて鉄素材の可能性を示適されたことはあるが、（森浩一「古墳出土の鉄鉱について」

l

『古代学研究』21e22号1959年）、本来道具として造られたものが、その性質の特性から「珍貴なもの」としての「著

移器的色彩」をもつように至ったものと考えられており、さらに「斎斧」といった祭祀的性格まで示摘されている。

川越哲志「弥生時代の鋳造鉄斧をめぐって」『考古学雑誌』第65巻第4号1980年

註13　岡崎敬　「鋳造梯形鉄斧」『沖ノ島』1979年

註14　凸帯貼り付け工程をして第1次調整と第2次調整パケメを区別するのであれば、里仁古墳群出土円筒埴輪のパケメ調
整は、タテパケもヨコパケも凸帯貼り付け以前のもので第1次調整となる。（図版31e匡］）

川西宏幸「円筒埴輪総論」『考古学雑誌』第64巻第2号1978年

註15　久保穣二朗　寺西健一氏教示による。文化課田中秀明氏採集。鳥取県立博物館保管
註16　根鈴輝雄『イザ原古墳群e小林古墳群発掘調査報告書』倉吉市教育委員会1982年

註17　真田康幸『高鼻2号墳発掘調査報告書』倉吉市教育委員会1982年

註18　森下哲哉氏教示による。

註19　清水真一他「繹迦堂古墳。埴輪について」『名和遺跡群発掘調査報告書』名和町教育委員会1981年

註20　鳥取県埋蔵文化財センター「鳥取県内出土埴輪地名表」『特別展　はにわ』鳥取県立博物館1984年

註21形態的には福岡市老司古墳の壷形埴輪などに近い。森貞次郎他『福岡市老司古墳発掘調査概報』福岡市教育委員会

1969年

註22「壷円筒埴輪」の名称は伊達宗泰「円筒系埴輪の呼称と分類についての再検討」『考古学と古代史』1982年の「円筒壷

形埴輪」から採ったが、その意味においては伊達氏の主張を生かしていない。
註23　東森市良「山陰地方発見の壷棺とその特色」『考古学研究』第14巻第2号1967年

遺　 構　 名
墳形

（最大辺×高m ）
埋　 葬　 施　 設 出　　 土　　 遺　　 物

32　　 号　　 墳 方墳 （14×1．8）
箱式石棺 2 、土壌墓 1、 鰭付壷 円筒埴輪、 円筒埴輪、鰭付円筒埴輪、朝顔

埴輪棺 1 形埴輪、壷形埴輪、家形埴輪、竪櫛

33　　 号　　 墳 方墳 （14×3．2）
箱式木棺 2 、土壌 墓 1、 円筒埴輪、鰭付円筒埴輪、壷、鉄剣、刀子、鉄鉱、

埴輪棺 （？） 2 鈍、堅、鎌、斧 （鍛造、鋳造）、鋤先

34　　 号　　 墳 方墳 （11×2．1） 箱式木棺 2 、土墳墓 3 なし

35 ．　 号　　 墳 方墳 （18×2．6） 箱式石棺 1
壷、鉄剣、刀子、鎌、斧 （鍛造）、 ガラス小玉、碧

玉製管玉、竪櫛

第 1 号 木 棺 墓 箱式木棺 なし

第 1 号集石遺構 土師器杯

第 2 号集石遺構 なし

第 3 号集石遺構 な し

挿表11里仁古墳群調査遺構一覧表（1984）
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第3節　まとめ　一里仁古墳群の歴史的位置一

里仁32～35号境は外部構造◎内部施設◎出土遺物から中期的様相をもつ方墳であることが明ら

かとなった。これらのうち最も時期判定の資料となり得るものは33号墳北東墳裾で出土した土師

器壷形土器Pol～3であろう。しかしながら、千代川流域因幡地方での当該期の土師器編年は確
註1

立されておらず、県中部長瀬高浜遺跡の土師器編年でみるとそのⅢ期より後出する段階のものと

考えられる。また、32◎33号墳出土の円筒埴輪は形態◎調整の特徴からみて川西編年のHあるい
註2

はⅢ期に併行するものと思われる。竪櫛を初めとした他の出土遺物の年代観もこれら土器類の編

年観と大きく矛盾せず、実年代でいえば5世紀前半代から次々と築造されたものであろう。呈仁

古墳群は湖山池南岸の古墳群の中で、大規模首長墳の系統とは別に在地の弥生時代墳墓の系譜を

ひく中◎小規模古墳群として位置付けられ、南方300mの棉間1号墳（前方後円墳◎90m）を頂点

とする支配者層の奥津城とすることができよう。本調査において、墳頂部並葬からみた、被葬者

内部構造の検討などの提示された問題は紙幅と時間的制約もあり、後論に譲ることとする。また、

近年の開発と破壊による里仁古墳群の現状には憂えうべきものがあり、挿表12に古墳群の現状を

整理して本調査記録の結語としたい。

註1土井珠美氏教示による。『長瀬高浜遺跡発掘調査報告書』III1981年
註2　川西宏幸「円筒埴輪総論」『考古学雑誌』第64巻第2号1978年

番
⊂コ号
古 墳 名

概　　　　　 要
『改訂鳥取県遺跡地図
1 1 分冊』の番号。他の
称

備　　　 考
墳形・（規模）

m 埋葬施設 出土遺物

1 里 仁 1 号 墳 円・（7．5）
小 礫込 め土
塀 ？

須恵器 6 7
198 1年鳥取市調査 （文献
3）　　　　　　 消滅

2 里 仁 2 号 墳 円 ・（－ ） －
鰭付 円筒埴
輪 6 8 埴輪棺か？　　　 消滅

3 里 仁 3 号 墳 円 ・（6 8 ） － － 6 9

4 里 仁 4 号 墳 円 ・（10 ）
－ － 7 0

5 里 仁 5 号 墳 円 ・（12 ．1 ） － － 7 1

6 里 仁 6 号 墳 円 ・（13 ） － － 7 2 盗 掘 穴

7 里 仁 7 号 墳 円 ・（11 ） － － 7 3

8 里 仁 8 号 墳 円 ・（1 0 ）
－ － 7 4 盗 掘 穴

9 里 仁 9 号 墳 円 ・（1 2 ） － － 7 5

10 里 仁 1 0 号 墳 円 ・（9 ） － － 7 6 石 棺 材散 乱

1 1 里 仁 1 1 号 墳 円 ・（2 0 ） － － 7 7 石 棺 材散 乱

12 （里 仁 1 2 号 墳 ）
7 8
布勢グラウンド 1号墳

19 80財団調査（文献 2）
古墳ではない　 欠番・消滅

13 里 仁 1 3 号 墳 － 横穴 式石室 79
石室露出（文献 1 ）
以後確認できず　　 消滅

14 里 仁 1 4 号 墳 円 ・（－ ）
横穴式石室
（片袖式）

80
石室露出（文献 1 ）
以後確認できず　　 消滅

15 里 仁 1 5 号 墳 円 ・（1 4 ）
－ －

8 1
布勢グラウンド4 号墳

19 80測量（文献 2）・
調査放棄　　　　 消滅

16 里 仁 1 6 号 墳 円 ・（1 6 ．5） － －
82
布勢グラウンド 5号墳

19 80測量（文献 2 ）
調査放棄　　　　 消滅

17 里 仁 1 7 号 墳 円 ・（2 0 ） － － 83 茸 石

18 里 仁 1 8 号 墳 円 ・（1 3 ） － － 84

19 里 仁 1 9 号 墳 円 ・（1 1 ．4 ）
－ － 85

2 0 里 仁 2 0 号 墳 円 ・（1 2 ） － － 86

2 1 里 仁 2 1 号 墳 － －
円 筒 ・形 象
埴輪 8 7

埴輪棺 （合口）か？盗掘穴
（文献 1 ）

2 2 里 仁 2 2 号 墳 円 ・（1 8 ）
－ － 8 8

番
にコ号
古 墳 名

L概　　　　　 要
『改訂鳥取 県遺跡地図
第 1分冊』の番号。他の
名称

備　　　 考
墳形・（規模）

m 埋葬施設 出土遺物

2 3 里 仁 2 3 号 墳 円・（23 ）
－

円筒埴輪 8 9 盗 掘穴

2 4 里 仁 2 4 号 墳
前 方 後 門・
（22 ．6 ） － － 9 0

2 5 里 仁 2 5 号 墳 円 ・（20 ） － － 9 1 葦 石、 盗 掘穴

2 6 里 仁 2 6 号 墳 円 ・（1 1） － － 9 2

2 7 里 仁 2 7 号 墳 円 ・（11 ） － － 9 3

2 8 里 仁 2 8 号 墳 円 ・（13 ．4 ） － － 9 4 盗掘 穴

2 9 里 仁 2 9 号 墳
円 ？
（2 5 ？）

箱式石棺 埴輪 9 5
石棺材 ・埴輪片散乱（文献
1）

3 0 呈 仁 3 0 号 墳 円 ・（2 7 ） － － 9 6

3 1 （旦 仁 3 1 号 墳 ）円 ・（5 ）
－ －

9 7
布勢グラウン ド13号墳

1980 財団調査（文献 2）
古墳と確認できず

欠番 ・消滅

3 2 里 仁 3 2 号 墳 方 ・（1 4 ？）
箱式石棺
ま墳墓
埴幹棺

竪 櫛 ・家 形
壷 形 埴輪 ・
鰭 付 円 筒
埴 輪

新発見
1984 財団調査（本報告）

消滅

33 里 仁 3 3 号 墳 方 ・（1 4 ）
箱式木 棺
埴輪棺
土壌墓

鉄 剣・刀 子 ・
鉄 ・鋤 先 ・
斧 ・絶 ・鎌 ・
砥 石 ・鰭 付
円 筒 埴 輪・
壷・鋳 造 鉄
斧

新発 見
1984 財団調査体 報告）

消滅

3 4 里 仁 3 4 号 墳 方 ・（1 1 ）
箱式木 棺
土壌 墓

新 発見
1 984 財団調査（本報告）

消滅

3 5 里 仁 3 5 号 墳 方 ・（1 8 ） 箱式石棺

竪櫛・鉄 剣・
刀 子 ・斧 ・
鎌・管 玉・小
玉

新発 見
1 984 財団調査体 報告）

消滅

3 6 里 仁 3 6 号 墳 円 ・（1 5 ）
－ －

新 発見 里仁 3 2 号墳 19 81 鳥取市発見（文献 3 ）

※呈仁36号墳は文献3に新発見で里仁32号墳として記載されている。

今回鳥取市教育委員会の御好意で36号墳に変更させていただいた。

挿表12　里仁古墳群古墳一覧表（1985◎3作製）

文献1『改訂鳥取県遺跡地図第1分冊』鳥取県教育委員会1973年
文献2　『布勢遺跡発掘調査報告書』鳥取県教育文化財団1981年

文献3　『里仁1号墳発掘調査報告書』鳥取市教育委員会1981年

－　69　－


